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 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

図面リスト NOSCALE Ｍ－００

図 面 リ ス ト

図面番号 図面名称
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縮尺

Ｍ－２４

Ｍ－２５

Ｍ－２６

Ｍ－２７

Ｍ－２８

Ｍ－２９

Ｍ－３０

空気調和設備　１階平面図

空気調和設備　２階平面図

空気調和設備　Ｒ階平面図

床暖房設備　電気回路図・仕様・床断面図

床暖房設備　１階平面図

換気設備　機器表１

換気設備　機器表２

換気設備　１階平面図

換気設備　２階平面図

換気設備　機器表３

Ｍ－３１

Ｍ－３２

Ｍ－３３

Ｍ－３４

Ｍ－３５

Ｍ－３６

換気設備　Ｒ階平面図

空気調和設備　機器表

換気設備　１階厨房平面詳細図

1/50
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Ｍ－１２

Ｍ－１３

Ｍ－１４

Ｍ－１５

Ｍ－１６

Ｍ－１７

Ｍ－１８

Ｍ－１９
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Ｍ－２１

Ｍ－２２
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機械設備工事特記仕様書(一般共通事項)

特記仕様書（工種別事項）

工事区分表

衛生設備　機器表

衛生設備　器具表 

衛生設備　勾配図・桝リスト(汚水)

衛生設備　１階平面図

衛生設備　２階平面図

衛生設備　Ｒ階平面図

衛生設備　１階平面詳細図(１)　事務所廻り

衛生設備　１階平面詳細図(２)　便所・沐浴室廻り

衛生設備　１階平面詳細図(３)　厨房廻り

衛生設備　１階平面詳細図(５)　便所０,１歳児廻り

衛生設備　２階平面詳細図(２)　保育室４,５歳児廻り

消火設備　１階平面図

消火設備　２階平面図

図面番号 図面名称

衛生設備　２階平面詳細図(１)　便所３,４,５歳児廻り

縮尺

1/5

1/150

1/150

1/150

1/150

1/150

1/150

1/150

1/50

衛生設備　排水ポンプ槽制御盤姿図・単線結線図

衛生設備　排水ポンプ槽・雨水ポンプ槽構造図

衛生設備　排水ポンプ槽・雨水ポンプ槽土木図 1/50　1/15

衛生設備　全体配置図

1/300衛生設備　全体配置図(解体前)

換気設備　屋外倉庫１　平面図 1/50Ｍ－３７

衛生設備　１階平面詳細図(４)　便所２歳児廻り

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）



 ・ 内部足場（ ※ Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ種　 ・ Ｅ種　 ・ Ｆ種　 ・ Ｇ種 ）

項

事

通

共

般

一

 ・ 消　 火　 設　 備

工　　　　　事　　　　　種　　　　　別

工　事　種　目

建物別及び屋外

屋　外

 建築工事の部による

 電気設備工事の部による

 ・ 建　 築　 工　 事

 ・ 電 気 設 備 工 事

 ・ 雨 水 利 用 設 備

 ・ 浄 化 槽 設 備

 ・ 厨　 房　 設　 備

 ・ 給　 湯　 設　 備

 ・ 排　 水　 設　 備

 ・ 給　 水　 設　 備

 ・ 衛 生 器 具 設 備

 ・ 自 動 制 御 設 備

 ・ 排　 煙　 設　 備

 ・ 換　 気　 設　 備

 ・ 空 気 調 和 設 備

備　考
別表第一の区分

消防法施行令　

延べ面積（㎡）　

建築基準法による
階　数構　　造建 物 名 称

生

衛

備

設

備

設

調

空

先

放

 　　機器

 　方式等

 給水方式

 浄化槽設備

 ガス設備

 消火設備

 給湯設備

 排水槽

 雑排水

 汚　水

 排水方式

流

 自動制御設備

 排 煙 設 備

 換 気 設 備

 ・ 有（ ・ 合併処理　 ・ 小規模合併処理　 ・　　　　　　）　 ・ 無

 ・ 都市ガス　種別　　　（　　　　　　ＭＪ／ｍ3Ｎ　） 　 ・ 液化石油ガス

 ・ フード等用簡易自動消火装置　 ・ 無
 ・ 不活性ガス消火（ ・ 窒素　 ・ 　　　　　）　 ・ ハロゲン化物消火

 ・ 消防用水　 ・ 泡消火　 ・ 連結散水装置　 ・ 粉末消火装置

 ・ 屋内消火栓　 ・ 連結送水管　 ・ 屋外消火栓　 ・ スプリンクラー

 熱源（ ・ 電気　 ・ 都市ガス　 ・ 液化石油ガス　 ・ 灯油　 ・ Ａ重油 ）

 ・ 有（ ・ 局所式　 ・ 中央式 ）　 ・ 無

 ・ 有（計画容量：　　　　　ｍ3　）　 ・ 無

 ・ 直放流下水管　 ・ 浄化槽　 ・ 側溝　 ・ 別途桝

 ・ 直放流下水管　 ・ 浄化槽　

 ポンプ排水　 ・ 有（ ・ 汚水　 ・ 雑排水　 ・ 湧水 ）　 ・ 無

 建物内の汚水と雑排水（ ・ 合流　 ・ 分流 ）

 ・ 水道直結　 ・ 高置タンク　 ・ ポンプ直送　 ・ 水道直結増圧

 ・ 自動制御方式（ ・ 電気式　 ・ 電子式　 ・ デジタル式 ）

 ・ 機械排煙（ ・ 有　 ・ 無 ）　適用法規（ ・ 建基法　 ・ 消防法 ）

 ・ １種換気　 ・ ２種換気　 ・ ３種換気

 主要熱源

 ・ チリングユニット　 ・ 吸収冷温水機　 ・ 吸収冷温水機ユニット

 ・ パッケージ形空気調和機　 ・ ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機

 ・ 空気熱源ヒートポンプユニット　 ・ マルチパッケージ形空気調和機

 ・ 温水発生機（ ・ 真空式　 ・ 無圧式 ）

 ・ 鋼製ボイラー　 ・ 鋳鉄製ボイラー

 空気調和

 　 ・ 単一ダクト方式　 ・ 各階ユニット方式 ）

 　 ・ ファンコイルユニット・ダクト併用方式

 ・ 空気調和（ ・ パッケージ方式　 ・ ガスエンジンヒートポンプ方式

共
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一  のとする。

 施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するも

 　 ※ 本工事　 ・ 別途工事

 処理とする。

 　　　　　　　　　　　 ・ 有（ ・　　　　　　　・　　　　　　　　）

 　　　　　　　　　　　 ・ 有（ ・ 配管用保温材　 ・　　　　　　　）

 する。

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項項　　　　目区分

　　　　仕様書を適用する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「改修標準仕様書」という。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　印　　※　印の場合は共に適用する。

　　　　　　　　　　　　　　ただし、　・　印のない場合は　※　印を適用する。

　　２）特記事項のうち選択する事項は　・　印の付いたものを適用する。

　　１）項目は，番号に○印の付いたものを適用する。

　２．特　記　仕　様

　　２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記

　　　　による。ただし、・　印の付いたものを適用する。

　　１）特記仕様及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の標準仕様書等

　１．共　通　仕　様

Ⅱ．工　事　仕　様

　５．設　備　概　要　（改修の場合は既存の概要を示す。）

　　　　　　　　　　　　　　対象部分：

　４．指　定　部　分　　　　※ 無し　 ・ 有り（工期　令和　　年　　月　　日）

　３．工　事　種　目　　　　　　　（　・　印の付いたものを適用する）

　２．建　物　概　要

　１．工　事　場　所

Ⅰ．工　事　概　要

 係法令に従い適切に処理を行う。引渡しを要するもの以外は構外搬出適切

 アスベスト含有設備資機材（ガスケット、パッキン、たわみ継手等）は関

 特別管理産業廃棄物　　 ※ 無

 再生資源化を図るもの　 ※ 無

 フロン、臭化リチウム液、残油処理の搬出・処分費

 撤去機材等（アスベスト類を含む）の搬出・処分費

 工事現場の安全対策に関する具体的な工事安全計画書を、監督職員に提出

 現場説明書による。

 建設工事公衆災害防止対策要綱及び建築工事安全施工技術指針を参考に、

共

般

一

 ・ ガ　 ス　 設　 備

 ・  特 殊 ガ ス 設 備

 　 ※ 本工事　 ・ 別途工事

通

事

項

※54．建設廃棄物の処理も

　　　確認すること

 吸収冷温水機ユニット　遠心冷凍機

別表－１

 コンパクト形空気調和機　パッケージ形空気調和機　マルチパッケージ形空気調和機

 エアフィルター（パネル形・折込み形）　自動巻取形エアフィルター　電気集じん器

 ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機

 全熱交換器（回転形・静止形）

 空気調和機

 温水発生機

 ボイラー

 冷凍機

 冷却塔

 鋼製簡易ボイラー　鋳鉄製ボイラー　鋼製小型ボイラー　鋼製ボイラー

 ユニット形空気調和機　ファンコイルユニット及びカセット形ファンコイルユニット

 冷却塔

 チリングユニット及び空気熱源ヒートポンプユニット　吸収冷温水機

 真空式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）　無圧式温水発生機（鋼製・鋳鉄製）

品　　　目

 立形遠心ポンプ ダクト付属品

 自動制御

 衛生器具

 タンク

 ポンプ

 送風機

 ＦＲＰ製パネルタンク　密閉形隔膜式膨張タンク（空調用・給湯用）

 衛生器具ユニット

 自動制御システム

 風量ユニット（定風量、変風量）

 横形遠心ポンプ　水中モーターポンプ（汚水用、雑排水用、汚物用）

 遠心送風機（多翼形送風機）　斜流送風機　軸流送風機　消音ボックス付送風機

 ステンレス鋼板製パネルタンク（溶接組立形・ボルト組立形）

 鋳鉄製ふた  マンホールふた・弁桝ふた

 厨房機器  厨房システム

 消火装置  スプリンクラー消火システム　不活性ガス消火システム　泡消火システム

 ハロゲン化物消火システム

品　　　目

機　　　　　　材　　　　　　名

機　　　　　　材　　　　　　名

１）国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）に基づ
  き策定された「広島県グリーン購入方針」に掲載されている品目については，

  他の特記事項及び図面表記の範囲内で，環境負荷を低減できる材料を優先的に

  選定するよう努めるものとする。

 ２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び

 　　性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

 　　① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、

  　　　ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、

  　　　壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗料は、ア

  　　　セトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少な

  　　　い材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の

 　　　 区分に応じた材料を使用する。

 　　② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有

 　　　 量が少ない材料を使用する。

 　　③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２

 　 　　－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添

  　　　加されていない材料を使用する。

 　　④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器

  　　　類は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散

  　　　しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

 ６．環境への配慮

 １．施工図等

 ３．施工条件

 ４．工事安全計画書

 ５．発生材の処理等

　　　　・　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和４年版（以下「標準仕様書」という。）

　　　　・　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）令和４年版

　　　　・　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）令和４年版　　（以下「標準図」という。）

 引渡しを要するもの　　 ・ 有（ ・ 機器類　 ・ 金属類　 ・　　　　）

 　　　　　　　　　　　 ※ 無

 ２．保安規定  中国地方整備局制定の営繕工事事業用工作物電気保安規程を

 　（ ・ 適用　 ・ 準用 ）する。

 　　下とする。

 による。

 品を指示、限定しない。

 ２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された値以

 １）機器類の能力、容量等は原則として表示された値以上とする。

 機器類は、図示する形状及び配管等の取出し位置により、特定製造者の製

 １）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通

 　　常有すべき品質及び性能を有するものとする。

 ２）別表－１に示す機材等を使用する場合は次の①から⑥すべての事項を

 　　満たす証明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、

 　　①から⑥すべての事項を評価された事を示す外部機関が発行する書面

 　　を提出し監督職員の承諾を受けた場合は、証明となる資料等の提出を

 　　省略することができる。

 　　① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。

 　　② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

 　　③ 安定的な供給が可能であること。

 　　④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

 　　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

 　　⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。

 機械設備工事機材承諾図様式集（令和４年版）によるほか、監督員の指示 ８．機材の承諾図

 ９．図形表示

 10．容量等の表示

 ７．機材の品質等

 　（ ※ 現場説明書　 ・　　　　　　　　　　　　　　　）による。

 測定時期、測定対象化学物質、測定方法、測定対象室、測定箇所数等は

 建築物の室内空気中に含まれる化学物質の濃度測定　  ※ 不要　 ・ 要 12．化学物質の濃度測定

 ・ 配管（配管工事）　 ・ 冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器据付）

 ・ 建築板金（ダクト製作及び取付）　 ・ 熱絶縁施工（保温工事） 11．技能士の適用

 19．スリーブ

 針（ＪＥＡＧ９７０２－２０１３）」に基づき、高調波対策を行う。

 成１６年１月制定　原子力安全・保安院）」及び「高調波抑制対策技術指

 「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン（平

 ・ ベローズ形（ステンレス製）

 つば付き鋼管製に替えて、非加硫ブチルゴム系止水材でもよい。

 ※ 合成ゴム製（球形）　 ・ ポリテトラフルオロエチレン製

 ※ ベローズ形　 ・ スリーブ形

 ※ 標準図（施工３）による。

 ンレス製を使用する。

 ステンレス管に使用するバルブは５０Ａ以下は青銅製、６５Ａ以上はステ

 　　　　制御及び操作盤

 （ ※ 標準仕様書　 ・ 図示 ）による。

 ・ 飲料水の水質の測定　 ・ 雑用水の水質の測定　 ・ 

 ・ 風量調整　　 ・ 水量調整　　 ・ 室内外空気の温湿度の測定

 測定箇所等は監督職員との協議による。

 ・ 室内気流及びじんあいの測定　 ・ 騒音の測定　 

 下記項目の総合調整を行ない測定表を監督職員に提出する。(  部)

 13．インバーター用

 14．総合試運転調整

 15．弁類

 16．伸縮管継手

 17．防振継手

 18．絶縁継手

 （ ・ 給水　 ・ ガス　 ・ 油 ）配管の変位吸収は

 溶融亜鉛めっきは　 ※ ２種３５　 ・ ２種５０

 とする。

 支持金物等はステンレス（ＳＵＳ３０４）製又は、溶融亜鉛めっき仕上げ

 ス（ＳＵＳ３０４）製とし、屋外及びピット内の配管、ダクトに使用する

 ポンプ及び屋外設置機器・ピット内のアンカーボルト、ナットはステンレ

 鋼管とステンレス鋼管、銅管と鋼管は（ ※ 標準図　 ・ 図示 ）による。

 ・ ガス配管　　 ・ 冷温水配管　 　・ 冷却水配管　

 抜取率は　　　　・ 標準仕様書による　　　　　　　・ 　　　％

 　　　　　　　　・ 放射線透過検査

 非破壊検査　 　 ※ 無　 　　　　　・ 浸透探傷検査又は磁粉探傷検査

 　　　　　　　接合方法

 　　　　　　　接合方法

 ７５Ａ以上　　　※ 電気融着接合

 ５０Ａ以下　　　※ メカニカル接合　 ・ 電気融着接合

 ※ 接着接合　　 ・ ゴム輪接合

 ２）下記の箇所、若しくは図示により取付ける。

 １）形式はピトー管式（コック付）とする。　 ※ 固定式

 　　・ ユニット形空気調和機の冷温水入口

 　　・ 冷温水ヘッダーの各送り管　　　　 ・ 冷凍機類の冷却水出口

 　　・ ボイラー又は熱交換器の温水出口　 ・ 冷凍機類の冷水出口

 呼径６０Ｓｕ以下の継手は、ＳＡＳ３２２を満足するものとする。

 （ ※ 標準図（施工４，５）　 ・ 図示 ）による。

 20．瞬間流量計

 21．配管の建物導入部

 22．ステンレス鋼管の

 23．ビニル管の接合方法

 24．ポリエチレン管の

 25．溶接配管の検査

 26．異種管の接続

 　　　　　　　　　　 （ ※ 無　 ・　　　　　　　　　　　）とする。

 １）屋内露出（一般居室、廊下）の外装は　 ※ Ａ１　 ・ Ａ２

 ２）冷媒管の保温外装は

 ３）標準仕様書以外で多湿箇所の適用

 ４）全熱交換器の機器外気側ダクト

 　　　　　　　　　　　　　　 ・ 保温化粧ケース

 　　　　　　　　　　　　　　 ・ 保温化粧ケース（耐候性樹脂製）

 　　屋外保温化粧ケースの材質　 ・ 耐候性樹脂　 ・ ステンレス鋼板

 　　　　　　　　　　　　　　　 ・ 高耐食鋼板（溶融亜鉛めっき）

 標準仕様書によるほか図示の箇所に設ける。

 　　　　　　　　　屋内露出　 ・ 合成樹脂カバー（Ａ１･(イ・ロ)･ＶⅠ）

 　　　　　　　　　屋外露出　 ・ ステンレス鋼板（Ｅ２･(イ・ロ)･ＶⅠ）

 27．支持金物・固定金具

 28．埋設表示

 29．保温

 ５）厨房用排気ダクトの断熱（隠ぺい部）

 ６）共同溝の保温種別は　（ 配管　： ・　　　　　　　

 　　　　　　　　　　 ・ Ｉ･(イ)･Ⅸ 又は ｈ･(イ)･Ⅸ　 ・ 行わない。

 　　　　　　　　　　　　　 ダクト： ・　　　　　　　　　）とする。

 ・ 外部足場（ ※ Ｄ、Ｅ種　 ・ Ａ種　 ・ Ｂ種　 ・ Ｃ種　 ・ Ｆ種 ）

 専用足場方式により行う。

 　（ただし、防食塗装部分を除く）

 　亜鉛めっきされたもので、常時隠ぺいされる部分、金属電線管、鋼製架

 ては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に

 「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく足場の設置にあたっ

 関する基準」における２の（２）手すり据置き方式又は（３）手すり先行

 ペイント２回塗りを行う。

 　分アルミニウム、ステンレス、銅、溶融アルミニウム－亜鉛鉄板、合成

 ただし、残りネジ部及びパイプレンチのチャック跡部の鉄面は、さび止め

 　樹脂製等、特に塗装の必要を認められない面、埋設されるもの。

 　き仕上げ面、樹脂コーティング等を施したもので、常時隠ぺいされる部

 　た露出ダクト及び露出配管、カラー亜鉛鉄板面、亜鉛めっき以外のめっ

 　台及び支持金物類、主・各階機械室内等及び電気室内の亜鉛めっきされ

 行う。

 塗装を施さない部分・箇所　 ※ 倉庫　 ・ 車庫　 ・ 駐車場　

 下記の部分を除き、原則として塗装（標準仕様書第２編３．２による）を 30．塗装

 31．足場

 　　　　　　　　　　　　　　　 ・ 図示による。

　 　　　　　　　　　　（コンクリート管以外の管の周囲は山砂の類）

 コンクリートの設計基準強度は　 ※ １８Ｎ／ｍｍ２以上

 ２）建設発生土は　 ※ 構内敷きならし　 ・ 構内の指示ある場所に堆積

 １）埋戻し土は　　 ※ 根切り土の中の良質土

　 　　　　　　　　 ・ 山砂の類

 構内につくることが　 ※ できる　 ・ できない

 担とする。 　　　　　　　　その他

 本工事で設置する。（規模及び仕上げの程度は現場説明書による）

 本工事に必要な工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は全て受注者の負

 　　　　　　　　　 ・ 構外に搬出し適切に処理（現場説明書）

 32．工事用電力、水、

 33．監督職員事務所

 34．工事用仮設物

 35．土工事

 36．コンクリート工事

 る方法で確実に行えばよいものとする。

 　　次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

 ただし、重量1kN以下の軽量な機器については、設備機器の製造者の指定す

 設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。

 　　槽にあっては有効質量）に、

 １）設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯

 　　地域係数（ ・ １．０　 ※ ０．９　 ・ ０．８ ）と、

 37．耐震措置

 　　　層４階とする。

 　　　 ・ 監視制御設備　 ・ 危険物貯蔵装置　 ・ 火を使用する設備

 　　　 ・ 給水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

 　　　 ・ 避難経路上に設置する機器

 　　　 ・ 換気機器　 ・ 空調機器　 ・ 熱源機器　 ・ 防災機器

 　　　 ・ 排水機器（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

 ２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とする。

 　　　重要機器は次のものを示す。

 　　　中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

 　　　上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層

 　　　２階、１０～１２階建の場合は上層３、１３階建以上の場合は上

 設計用標準水平震度

上　 層 　階

屋上及び塔屋

１．０水　 槽 　類 １．５ ０．６１．０

１．０ １．０ １．０ ０．６防振設置機器地 階・１ 階

０．６ ０．６１．０機　　　　器 ０．４

１．０

１．０１．０

１．０ １．０

１．５１．５

１．５

１．５

１．５

０．６

０．６

防振設置機器

水　 槽 　類

機　　　　器

中　 間 　階

２．０ １．０１．５１．５水　 槽 　類

２．０ ２．０ ２．０ １．５防振設置機器

２．０ １．０１．５ １．５機　　　　器

一般機器重要機器一般機器重要機器機 器　種 別設 置　場 所

・ 一般の施設・ 特定の施設

  　 ・ 排水放流先　 ・ 中央監視盤　 ・　　　　　　　

 撤去する配管、ダクト（付属品含む）の保温材は、配管・ダクト等より分

 　　編１．５．１表４．１．１１による。

  　改修工事の対象となる既存設備システム

 　 査を行う前に監督職員に調査計画書を提出する。

 ・ 既存設備システムの事前調査を行い監督職員に報告書を提出する。調

 　 おそれのある部分）の事前確認を行い監督職員に報告書を提出する。

 ・ 施工に先立ち、改修工事関連部分（施工部位により既存性能を損なう

 １）ＥＭ電線類で規格等の定めのないものは、ハロゲン及び鉛を含まない

 ２）電線の色別は、原則として電気設備工事の工事仕様書による。

 　　材料で構成されたものとし、電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４

 38．電線類

 39．施工調査

 40．撤去工事

 離する。

施工後確認試験41. あと施工アンカー

試験方法　引張試験機による引張り試験

試験箇所数 １施工単位に対し１本以上

対象機器 (・配電盤 ・非常用発電機 ・直流電源装置 ・変圧器 ・　 　）

確認強度　対象機器ごとのアンカーボルト1本に作用する引抜き力以上

 磁波レーダ法）とする。

 電気設備工事、建築工事等との合併工事の場合は工種区分とする。

 放射線透過検査等による埋設物の調査を実施する場合、範囲は監督職員の

 指示による。放射線透過検査の検査費は別途とする。

 員に報告する。原則、探査方法は走査式埋設物調査（電磁誘導法または電

 はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に非破壊検査を行い、監督職

 図面に特記のない場合は別紙「工事区分表」による。

（　　）書きの室名は天井無しを示し，その他は天井ありを示す。

 42．非破壊検査

 43．他工事との取合い

 44．天井仕上区分

45．完成時の提出

　　書類等

 空気清浄装置

 全熱交換器　（７）運転操作説明書・取扱説明書を簡易にまとめたもの Ａ４版製本　部

　（１）工事竣工図書引渡し書　Ａ４版　　 　　　　　　　　　　　　　部

　（２）完成図書（Ａ４版）　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　部

　（３）諸官庁届出書類一覧表(諸官庁届出書類(正)許可証(正)共)　　 　部

　（４）完成図面・施工図面二折製本　Ａ３版　　 　　　　　　　　　　部

　（５）縮小完成図面・施工図面二折製本　Ａ４版　　　　　　　 　　　部

　（６）工事記録写真　Ａ４版（工事記録写真カラ－サ－ビス版） 　　　部

　　　　　　　　　　　　　　（完成写真カラ－サ－ビス版）　 　　　　部

　（８）工事監理図書　Ａ４版　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　部

　（９）電子成果品（電子納品）　　　　　　　　 　　　　　　　　　　部

　（10）建物基本情報及び型式台帳(監督員が指定する様式で作成)　 　　部

　（11）その他監督員が必要と指示したもの(フロン台帳等)　　　　 　１式

電子成果品を「営繕工事電子納品要領」（以下，要領という）に基づき作成

する。
　　　※電子納品対象データは同要領に基づくが，変更がある場合は監督職員との

　　　　協議で決定する。

46．電子納品

50．履行報告

49．施工計画書

　　システム

（１）本工事は，受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより，業

　務の効率化を図る情報共有システムの対象である。なお，運用にあたっては

　「広島県工事中情報共有システム運用ガイドライン」に基づき実施すること。

（２）本工事で使用する情報共有システムは次とする。

　　　　広島県工事中情報共有システム

　　　　https://chotatsu.pref.hiroshima.lg.jp/asp/index.html

（３）監督職員及び受注者が使用する情報共有システムのサービス提供者（以

　　下「サービス提供者」という。）との契約は，受注者が行い，利用料を支

　　払うものとする。

（４）受注者は，監督職員又はサービス提供者から技術上の問題点の把握，利

　　用にあたっての評価を行うためアンケート等を求められた場合，協力しな

標準仕様書第１編1.1.4に基づいて適切に行うこと。

工事の着手に先立ち，現場の体制･組織，仮設計画，安全衛生管理，緊急時の

連絡，災害予防その他の現場運営に必要な計画を定めた「総合施工計画書」を

作成し提出する。

また各種別の工事の施工にあたっては「工種別施工計画書」を作成する。

約款第１１条に規定する工事履行報告書は，営繕課で示す様式「期間別工事工

程報告書」で，工程写真，状況写真を添付して月２回提出する。

　　ければならない。

47．工事中情報共有

48．工事実績情報の登録

（１）本工事で発生した建設廃棄物は，広島県（環境県民局）及び保健所設置

政令市等（広島市，呉市，福山市）が，廃棄物処理法に基づき許可した適正な

施設（許可対象とならない中間処理施設にあっては，廃棄物処理法に定められ

た基準に従った適正な施設）で処理すること。ただし，建設廃棄物が，破砕等

（選別を含む）により，有用物となった場合，その用途に応じて適切に処理す

るものとする。（原則，県内処分）

（２）本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は，前記

（1）に揚げる施設のうち受入れ条件が合うものの中から，運搬費と受入費（平

日の受入費用）の合計が最も経済的になるものを見込んでいる。従って，正当

な理由がある場合を除き再資源化に要する費用（単価）は変更しない。

（３）本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入する建

設廃棄物については，広島県産業廃棄物埋立税が課税されるので，適正に処理

すること。なお，本工事では，広島県産業廃棄物埋立税相当額を見込んでいる。

設計図書の優先順位は次の順序とする。

①技術的説明事項（追加説明，質問回答書を含む）

②特記仕様書　　③設計図面　④標準仕様書・標準図

官公署その他への手続きは，受注者が遅滞なく行い，これに要する費用は，す

べて受注者の負担とする。また関係法令に基づく官公署その他関係機関の検査

において，その検査に必要な資機材及び労務を提供し，これに直接要する費用

　　手続き等

を受注者が負担する。

建築，電気その他別契約の関係工事について，工程及び，取合部分の施工に関

　　との協調

①公共事業労務費調査…工事中に実施

　　　取扱要領を記載した説明板を作成する。）

し，常に緊密に連絡し，工事の円滑な進捗を図るものとする。

工事中及び竣工後，下記に示す調査を行うため発注者より連絡があれば対応すること。

（調査票等の記入提出，発注者の調査実施への協力等）

②契約不適合調査…建設工事請負契約約款第４６条の５に定める期間内

現場の見やすい位置に監督職員が指示する次の表示板を設置する。

　・　説明書（監督職員と協議の上，設備機器類及び一連の装置等の取扱要領

　・　説明板（監督職員と協議の上，設備機器類及び一連の装置等の系統図，

　　　を記載した説明書等を作成する。）

　　管理

工事完了後も予め監督職員の指示した日時までは受注者で管理し，各種公課に

（契約不適合）により１年間受注者の負担で完全に補修するものとする。

工事完成引渡後，施工または機器，材料の不備による故障は，約款第４１条

完全に復元するものとする。

地上物件，地中埋設物等で本工事に起因して損傷した場合は，速やかに補修し，

対する料金及び各種の被害（火災，盗難，破損等）は一切受注者の負担とする。

51．建設廃棄物の処理

52．優先順位

53．官公署その他への

54．別契約の関係工事

55．調査への対応

56．工事現場の表示

57．交通誘導員

58．説明板等

59．工事中の補償

60．工事後の補償

61．完成引渡しまでの

実施するものとする。

「快適トイレモデル工事試行要領（令和４年６月１日一部改正）」に基づき

本工事は快適トイレモデル工事（・発注者指定型　・受注者希望型）であり，62.快適トイレモデル工事

快適トイレチェックシートの様式は，「広島県の調達情報」の「様式集＞建設

工事関係_その他の契約関係の様式」に掲載している。

また，完成検査までに提出するアンケートは，「広島県の調達情報」の「入

札・契約制度> 入札・契約制度関係要綱」に掲載している。

 （ ※ 給気側　 ・ 排気側）は、保温（２５ｍｍ厚）する。

　　＿＿＿＿＿＿＿作業期間，交通誘導員を＿＿＿（人／日）配置すること。

　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号
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機械設備工事特記仕様書(一般共通事項) NOSCALE Ｍ－０１

三次市東光保育所整備事業基本・実施設計業務

　

　

　

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

7.5ｔ,5.1t

給排水引込み ２

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）



　　部分は除く。）（施工の際は鉄筋又は，金網で補強を入れること。）

 ４．接続納付金等
 １）冷水・温水・冷温水　・ 配管用炭素鋼鋼管（白管）

 ２）膨張・空気抜・補給水・ 配管用炭素鋼鋼管（白管）

の保温材撤去

飛散抑制剤の塗布

配管切断箇所

１
０
０

１００

１００

材をつつみ、テープ等で密閉
ビニールシート等で成形保温

成形保温材に

成形保温材前後

配管切断箇所

フランジ外周部に飛散抑制剤の

塗布又はビニルテープ貼り等

機器切断部

成形保温材付き配管撤去要領図　S=NSダクト・たわみ継手フランジ部撤去要領図　S=NS

ダクト切断部

石綿含有ガスケット

１００１００１００

　　　　　ル法、地方自治体による条例」等に基づき構外搬出適切処理とする。

　　　　　　に、成形保温材前後の保温材を撤去する。

　　　　　　抑制剤の塗布又はビニルテープ貼り等を施す。

　　　　　　側の切断を行う。

　　　　　　塗布又はビニルテープ貼り等を施す。

 　　　 を得ること。

 　　　 い、監督職員に報告を行う。

 　　　 律、建築基準法、建設リサイクル法、地方自治体による条例」等に基づき関係機関と協議を行

石綿含有設備資材の処理について

 　　　 撤去に先立ち、「大気汚染防止法」の他「労働安全衛生法、廃棄物の処理及び清掃に関する法

　　　　３）ダクト片側の切断終了後、フランジ内周部分に外周同様に飛散防止措置を施し、もう片

　　　　２）ダクトの切断は、フランジ部分の両側約１００ｍｍの箇所において慎重に行う。

　　　　１）ダクトの切断に先立ち、飛散防止措置としてダクトフランジ外周部分に、飛散抑制剤の

 　　（１）ダクトフランジ部

 　　　　ダクトフランジ部の撤去は、原則として切断による方法とする。

 　２．各部位の撤去方法は、以下の内容及び撤去要領図を参考とし、監督職員に計画書を提出し承諾

　　　　１）ダクト及び機器の切断に先立ち、飛散防止措置としてダクトフランジ外周部分に、飛散

　　　　たわみ継手フランジ部の撤去は、原則として切断による方法とする。

 　 （２）たわみ継手フランジ部

　　（３）構外搬出適切処理後、監督職員へ報告書を提出する。

　　　　　の他。「労働安全衛生法、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、建築基準法、建設リサイク

　　（２）石綿含有廃棄物であることを表示すると共に、石綿飛散防止対策として「大気汚染防止法」

　　（１）処理に先立ち、関係機関と協議を行い監督職員へ計画書を提出し承諾を得る。

 Ⅱ．石綿を含有する設備資材の処理方法（※搬出費・運搬費・処分費は別途）

 　１．工事受注者は、施工に先立ち以下の報告を行うこと。

 Ⅰ．石綿を含有する設備資材の撤去方法

　　　　３）配管の切断は、密閉部分の両側約１００ｍｍの箇所において慎重に行う。

　　　　２）ビニールシート等で成形保温材を包み配管表面でテープ止めとし密閉する。

　　　　１）配管の切断に先立ち、飛散防止措置として成形保温材に飛散抑制剤の塗布を施すととも

　　　　成形保温材付き配管の曲線部の撤去は、原則として切断による方法とする。

　　（４）成形保温材付き配管の曲線部

　　　　１）配管の切断は、フランジ部分にかからない箇所において行う。

　　　　配管フランジ部におけるガスケット撤去は、原則として切断による方法とする。

　　（３）配管フランジ部

　　　　３）ダクト及び機器の切断終了後、フランジ内周部分に外周同様に飛散防止措置を施す。

　　　　２）ダクト及び機器の切断は、フランジ部分の約１００ｍｍの箇所において慎重に行う。

 排煙口から手動開放装置への配線は、標準仕様書第４編１．５．１表４．

 １．１１による耐熱・耐火ケーブルとする。
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 か、図示による。

 　　類とする。

 防振基礎の防振材及び振動絶縁効率は、標準仕様書および標準図によるほ 29．機器用基礎

 30．空調用流体の水質基準 日本冷凍空調工業会（冷凍空調機器用水質ガイドライン）による。

 ３）吹出口接続チャンバー以外の内貼りしたチャンバーには点検口を取付

 ２）内貼りチャンバー類の寸法は、外法寸法とする。

 １）空調用の吹出口接続チャンバー及び図示したダクト並びにチャンバー

 　　ける。点検口の大きさは、原則として４００×６００とする。

 28．消音内貼り 排

備

設

水

 肢体不自由者用洗面器に設ける自動水栓に手動スイッチを、

 　※ 設ける　 ・ 設けない
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設

 図示による。
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 　 （ ・ 担体流動生物濾過方式　 ・ 嫌気分離接触ろ床方式 ）

 構成その他は図示による。 ７．薬液注入装置

 目幅の有効間隔は（ ※ ５ｍｍ　 ・ 　　ｍｍ ）とする。 ６．網かご形スクリーン

 ・ ナイフ仕切弁　 ・ 偏心式プラグ弁　 ・ バタフライ弁 ５．雨水電動遮断弁

 ２）土間配管用　 ・ ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－ＰＤ）（ＳＧＰ－ＦＰＤ）

 １）一般配管用　 ・ ポリ粉体鋼管（ＳＧＰ－ＰＡ）（ＳＧＰ－ＦＰＡ）

 図面に特記なき場合の耐圧は、５Ｋとする。

 ※ パルス式　　　 ・ 直読式

 ３．弁類

 ４．量水器

 図示による。 １．システム構成その他

 ２．配管材料

浄

化

槽

設

備

 ２．その他

 １．処理種別及び方式

 ・ 合併処理（ ・　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

 ・ 小規模合併処理

 図示による。

 ・ 借用　 ※ 買取り

 ・ 要（取付け位置は図示による。外部出力端子　 ・ 不要　 ・ 要 ）

 １）親メーターはガス供給事業者より借用、子メーターは買取りとする。

 ２）子メーター計量方式（ ・　直読　 ・ 遠隔表示 ）

 ２）液化石油ガス　一般配管用　　・　配管用炭素鋼鋼管（白管）

 １）都市ガス　　　ガス事業者の定めによる。 ２．配管材料

 ４．充てん容器

 ５．バルク貯槽

 ８．容器転倒防止

 ７．容器廻りの配管

 ３．ガス漏れ警報器

 １．都市ガス設備  ガス事業者の規定する供給約款等の定めによる。

 ※ 不要

 ※ 借用　 ・ 買取り

 ６．ガスメーター

 ・ 縦型　 ・ 横型　　最大充てん量　 　　ｋｇ

 ・ １０ｋｇ　 ・ ２０ｋｇ　 ・ ５０ｋｇ　　　　　本

 　　　　　　　　　地中埋設用　　・　ポリエチレン被覆鋼管

 ただし、公営水道に直結する部分及び特記部分は、１０Ｋとする。

 図面に特記なき場合の耐圧は、５Ｋとする。

 ３．保温  湯沸器の給排気筒の隠ぺい箇所は保温 ｈ･(イ)･Ⅸ を行う。　

 ２．弁類

 １．配管材料

 ２）湯沸器、給湯機廻りの付属配管等は製造業者標準品とする。

 １） ・ 保温付被覆銅管　 ・ 銅管　 ・ ステンレス鋼管

 ※ 別途工事　 ・ 本工事

 　　ポンプ  着脱装置、ストレーナー及び水中ケーブルの長さは図示による。

 電動機の極数は図示による。

 水中形三相誘導電動機は、（ ※ 乾式　 ・ 油封式 ）とする。

 　　汚物用水中モーター

 ３．汚水、雑排水及び

 ２．排水金物  記号 ＣＯＡＤ は掃除口を兼用する排水金物を示す。

 （第１桝まで含む）　

 １．配管材料

 　　（機器、盤類はこれによらなくてもよい）

 １．配管材料

 等品とする。

 ５．温水洗浄便座

 　　　　　 ・ 手動式

 ４．大便器用洗浄弁  操作方式　 ・ 電気開閉式（ ・ センサー式　 ・ タッチスイッチ式 ）

 形式は（ ※ 小便器一体型　 ・ 小便器分離型 ）とする。

 １．一般事項  型番変更等により参考型番が変更又は廃止されている場合、参考型番の同

 ※ 個別感知方式（ ※ ＡＣ電源　 ・ 乾電池 ）　 ・ 手動式

 ６．器具と排水管接続

 洗浄水量４リットル／回以下とする。

 ３．自動水栓

 ２．小便器用節水装置

 電源種別は　 ※ ＡＣ電源　 ・ 自己発電　 ・ 乾電池

 調節器等の取付け高さは　 ※ １３００ｍｍ　 ・　

 ４．中央監視制御装置  ・ 有り（構成機能は図示による）　　・ 無し

 屋内用キャビネットは　 ※ 鋼板製　 ・ ステンレス鋼板製 ３．自動制御盤

 ２．自動制御機器

 １．システム構成・機能  図示による。

 ２）原則として、次の用途に使用する電線類はＥＭケーブルとし、規格は

 １）屋外、屋内露出の配線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。 ５．計装工事の配線

 　　一般共通事項１９．電線類の規格による。

 　　　　　②電気式の調節器（サーモ・ヒューミ等）用電線

 　　天井隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

 　　　　　　における弱電信号、通信線を除く制御線

 　　　　　③各種検出器（温度・湿度等）、操作器（バルブ・ダンパー等）

 　　用途：①電源線、接地線

 　　　　　　　復帰方式

 ２．排煙口

 １．ダクト

 建築設備定期検査業務基準書２０１６年版（（一財）日本建築設備・昇降

 機センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

 ３．排煙口開放及び

 ４．排煙風量測定

 ・ ダンパー形　 （ ・ 天井内取付　 ・ 　　　 ）

 電気式（遠隔操作　 ※　不要　　　　・ 要 ）

 ・ スリット形　 （ ・ 天井取付　　 ・ 壁取付 ）

 ・ パネル形　　 （ ・ 天井取付　　 ・ 壁取付 ）

 ※ 亜鉛鉄板製　　　・ 鋼板製（厚１．６ｍｍ）

 　※ 標準仕様書に記載されている機能

 　　　　　　　　　　　　 ・ ガード付きＬ形温度計

 ・ 空調機のサプライチャンバーからの分岐ダクト　 ・ 外気取入れダクト

 22．風量測定口  標準仕様書によるほか図示した箇所及び下記の箇所に取付ける。

 標準図によるほか図示した箇所に取付ける。

 ・ グリスエクストラクター　 ・ グリスフィルター 21．グリス除去装置

 24．圧力計

 23．温度計

 ・ 空気調和機、全熱交換器廻りの還気ダクト、外気ダクト及び給気ダクト

 標準仕様書によるほか図示した箇所及び下記の箇所に取付ける。

 機器付属以外の温度計は　 ※ バイメタル式温度計

 25．ダンパー

 　　　　　　　ボックス

 20．吹出口・吸込口の  ※ 亜鉛鉄板製　 ・ グラスウール製

 　　を設ける。

 　　もよい。

 　　排出できるよう勾配をつける。

 ４）外壁に面するガラリにチャンバー等を設ける場合は、雨水等を自然に

 ３）線状吹出口には、長さ＋１００×３００×３００Ｈの接続チャンバー

 ２）接続するダクトの施工が困難な場所はフレキシブルダクトを使用して

 19．チャンバー等

 　　　　　　　　　　　　（共板フランジ又はスライドオンフランジ）

 　　　　　　　　　　　  　アングルフランジ工法とする）

 　　　　　　　 ・ 要（但し杭は　 ※ 別途工事　 ・ 本工事 ）

 ３）防火区画を貫通するダクトは、その貫通する部分の前後１５０ｍｍを

 ５）土留め工事は　 ※ 不要　 ・ 要（ ・ 本工事　 ・ 別途工事 ）

 ４）基礎杭は　 ※ 不要

 　　（ ・ 屋内　 ・ 屋外 ）より油量監視用）を取付ける。

 ３）遠隔油量指示装置（液面計は（ ・ 抵抗変化式　 ・ 磁歪式 ）で

 ２）保護被覆は　 ※ ＦＲＰ　 ・ エポキシ樹脂　 ・ アスファルト

 油面計はゲージ式（側圧式）とする。

 ４）厨房用ダクトの板厚は「火災予防条例準則の運用について」による。

 　　１．６ｍｍ厚鋼板製とする。

 ２）長方形ダクトは　 ・ コーナーボルト工法

 １） ※ 低圧ダクト　 ・ 高圧１ダクト　 ・ 高圧２ダクト 18．ダクト

 　　　　　　　　　 　・ アングルフランジ工法

 　　　　　　　　　　　  （ただし、長辺が１５００ｍｍを越えるものは

 鉄製はしご　 ※ 要　　　 ・ 不要

 　　　　・個別リモコン

 12．集中管理リモコン

 15．開放形膨張タンク  本体の材質　 ※ 鋼板製　 ・ ステンレス鋼板製

 形式　　　　 ※ 渦流形　 ・ 歯車形

 図示による。

 ろ材ユニットは（ ・ 再生式　 ・ 非再生式 ）とし、形式及び性能等は 13．空気清浄装置

 　　　　　　空気調和機

 　・ 外部信号を受け一括停止機能　 ・ 図示する機能

 パッケージ形空気調和機の記載による。

 リモコンの系統区分は図示による。

 集中管理リモコンの機能は、

 　・ エネルギーの管理に関する機能（外部記憶媒体への出力機能含）

 11．マルチパッケージ形

 　　　　　　空気調和機

   　　　　　　　　　　　 ・ カートリッジオリフィス形 ）

 内外渡配線は、原則として冷媒管と共巻きとする。（エアコン含む）

 インバーター機の表示された能力は、型番で選定する。 10．パッケージ形

 ※ 流量調整弁　 ・ 定流量弁　を取付ける。

 ９．ファンコイルユニット

 　 （ 定流量弁の場合は　 ・ ダイヤフラム式流量可変式

 冷温水管の接続部（往・還）にはボール弁を取付ける。

 床置形にはサブドレンパンを設ける、材質等はドレンパンに準ずる。

 による。

 　　　　　　空気調和機  　※ 不要　 ・ 図示による。

 風量３０，０００ｍ３／ｈを超える機器の許容騒音レベルは、図示による。

 ８．ユニット形  コイル通過後のケーシングに講じる表面結露対策は

 ７．冷却塔  標準型、低騒音型、超低騒音型の規定は、日本冷却塔工業会の騒音基準値

 　　　　　　　　　　　 ・ 取付座を取付ける

 １．設計用温湿度条件

湿　度温度(ＤＢ)湿　　度温度(ＤＢ) 温度(ＤＢ) 湿　度

　　％　　　　℃冬季 １９．０℃ ４０％

一　般　系　統
外　気　条　件

５１．０％３４．９℃夏季 ２８．０℃ ５０％ 　　％　　　　℃

室　　　　　　内　（調整目標値）

 図面に特記なき場合の耐圧は、５Ｋとする。 ３．弁類

 ４．空調機用トラップ  トラップの形式はフロートボール式（床置型）　 ※ ＦＲＰ製保温型

 ６．ばい煙濃度計

 ４）伸縮継手及び掃除口は図示による。

 投光器及び受光器は、送風器付きとする。

 ３）ばいじん量測定口（８０φ×２）　 ※ 取付ける　 ・ 取付けない

 ２）ばい煙濃度計　　　 ・ 取付ける　　 ・ 取付けない

 １）厚さ　　　　　　　 ※ ３．２ｍｍ　 ・ ４．５ｍｍ ５．鋼板製煙道
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　　　　　配管およびプラスチック桝は建築工事の重機作業に含む。

　　　　　建築工事の重機作業の後に機械設備にて撤去する。

　　　　　図示された桝類のうち、量水器桝、弁桝、散水栓ＢＯＸ、ため桝、インバート桝は、

　　　　　（ ※ 本工事　 ・ 別途工事 ）とする。

　　　　③熱源の残油はタンク及び配管内を含み回収し、適切に処理するものとし、

　　　　　フロンガスは「冷媒の回収方法について」による。

　　　　②人体及び地球環境に影響を及ぼす冷媒等の回収・破壊処理を行う。

　　　　　（コンクリート基礎の撤去は建築に含む。）

　　　　　図示された機器のうち、太線またはハッチング等により明示されたもの。

　　　　①重機作業に影響のある以下の機器を、建築工事の重機作業に先行して撤去する。

１．特記仕様及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「建築物解体工

Ⅱ．工　事　仕　様　（解体工事の部）

Ⅰ．工　事　概　要　（解体工事の部）

　　　　　よる取り壊しとする。

　１）特記仕様書（機械設備の部）Ⅰ．２．建物概要に記載された取り壊し建物等の撤去を行う。

　２）上記撤去範囲部分は、地中埋設部分を含めて全て撤去する。

　　（１）建物については、

　４）撤去する配管、ダクト（付属品含む）の保温材の分離は原則として中間処理上にて行う。

　　（４）給水、排水、ガス設備については指定工事店により、閉栓工事を行う。

　　（３）屋外埋設機器及び配管・桝類については全て撤去する。

　　（２）その他の機器及び配管・ダクト類について、処理に関する記載のない事項は、全て重機に

　３）本工事による撤去機器、配管及び桝類は、場内の指定場所に集積する。（図面は参考とする）

　　　アスファルト舗装及びコンクリート舗装の路盤撤去、埋め戻し・整地は別途建築工事とする。

１．工　事　内　容　（解体工事の部）

 建築物解体工事（機械設備の部）

冷媒の回収方法について

 　（１）「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律（フロン排出抑制法）」に

 　　　　従って行い、監督職員に次の書類を提出する。

 　（２）ルームエアコン等で、「特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）」の対象と

 　　　　なっているものは、同法に従ってリサイクル「冷媒の回収は原則としてポンプダウン

 　　　　による。」を行い、監督職員に次の書類を提出する。

 　　　　・ 特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

 ５）蒸気還水　　　　　　・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（ＳＴＰＧ３７０Sch40）

 ３）冷却水　　　　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管（白管）

 ４）蒸気給気　　　　 　 ・ 配管用炭素鋼鋼管（黒管）

 ６）油・油用通気　　　　・ 配管用炭素鋼鋼管（黒管）

 ７）冷媒　　　　　　　  ・ 断熱材被覆銅管

 ８）空調用給水　　　　　・ ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

 １）屋内汚水管　　　・  硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）　　

 　　　　　　　　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）（車道部）

 ５．桝のｺﾝｸﾘｰﾄ巻き

・  建築用耐火性硬質ポリ塩化ビニル管(FS-VP）

            ・ 建築用耐火性硬質ポリ塩化ビニル管(FS-VP）

６９．９％　-０．２℃

 ９）空調用排水 ・ 硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管(VP) ・ 結露防止層付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管　

 ３）機械室の手動式エア抜き配管で、特記のない場合の保温範囲は原則と

 １）エア溜まりを生ずると思われる配管箇所には、必要に応じて操作の容 27．冷温水管等のエア抜き

 　　して分岐部より２ｍとする。

 　　易な位置にエア抜き弁装置（ ※ 手動　 ・ 自動 ）を設ける。

 　　　　　　　ユニット

 26．定風量・変風量  ・ メカニカル形　 ・ 風速センサー形

 (1)防火ダンパーは表示等により区分する。

 (2)防煙ダンパー　 遠隔復帰式（定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下。）

 31．フィルターの予備品 空気調和機器等又はﾌｨﾙﾀｰﾁｬﾝﾊﾞｰの装着枚数の１００％を予備品（枠付）として納める。

自動巻取り形及びグリ－スフィルタ－は装着単位の１００％を予備品として納める。

ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄは総台数の（ ・ ５０％ ・ １００％　）に当たるﾌｨﾙﾀｰを予備品（枠付）

として納める。

  大 便 器 、 小 便 器 に は 、 標 記 板 （ ア ク リ ル 板 に 印 刷 可 ） を 取 付 け る 。

 洗浄用水加温方式は（ ・ 瞬間方式　 ・ 貯湯方式 ）とし、付加機能は

　　　　　　　　　・ 水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（HIVP）・ 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

                  ・水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管  ・ 水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ二層管

 ４）ステンレス鋼管を使用する場合は下記の水質の確認を行う。

 　　電気伝導率、Ｍアルカリ度、カルシウムイオン、マグネシウムイオン、

 　　全硬度、重炭酸イオン、遊離炭酸、塩素イオン、硫酸イオン、シリカ、

 　　蒸発残留物

　　　　　　　　　・ 水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（HIVP）・ 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

 ２）受水タンク以降の配管に使用するものの耐圧は、５Ｋとする。

 １）公営水道に直結する配管に使用するものの耐圧は、１０Ｋとする。

 ２）子メーター　 ※ 買取り　 ・ 借　用（ ・ 直読　 ・ 遠隔表示 ）

 １）親メーター　 ※ 借　用　 ・ 買取り（ ・ 直読　 ・ 遠隔表示 ）

 ２．弁類

 ３．量水器

 ３）給水引込部の（ ・ 止水栓　 ・ 弁桝 ）は水道事業者指定品とする。

 現地表示式（直読式）の表示機構は　 ※ 湿式ｱﾅﾛｸﾞ式 ・ 乾式ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式

 給水栓用配管の接続口を（ ※ 設ける　 ・ 設けない ）ものとする。

 寸法　 ※ 全長約１３００ｍｍ　　　　　　　 ・ 図示による

 寸法　 ※ 約７０ｍｍ角全長約１３００ｍｍ　 ・ 図示による

 遮断弁の駆動方式は（ ※ 電気式　 ・ 機械式 ）とする。

 遠隔表示式は（ ※ パルス式　 ・ 電文式 ）発信器を備える。

 ２）台所流し用の水栓は泡沫式とする。

 １）屋外の水栓は　 ・ キー式ハンドル　 

 ・ 標準仕様書による　 ・ 水道事業者指定品

 ・ 定流量弁を定水位調整弁の手前に設置する。

 ※ 合成樹脂製　 ・ ステンレス製　 

 ２）子メーター用　 ※ 標準図（機材５７）　 ・ 水道事業者の指定品

 １）親メーター用　 ※ 水道事業者の指定品　 ・ 標準図（機材５７） ４．量水器桝

 ５．定水位調整弁

 ６．緊急遮断弁装置

 ７．水栓柱

 ８．不凍水栓柱

 ９．水栓

 10．タンク

 ２槽式の場合は、連通管を設けるものとする。

 ※ 別途工事　 ・ 本工事 11．引込納付金等

 12．ﾎﾞｯｸｽのｺﾝｸﾘｰﾄ巻き  弁ﾎﾞｯｸｽ，散水栓ﾎﾞｯｸｽ等はｺﾝｸﾘｰﾄ巻き仕上げとする。（但し舗装等の

仕上げ部分は除く。）（施工の際は鉄筋又は，金網で補強を入れること。）

 　　 ・ 耐熱性ライニング鋼管　・ 架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管

 ２．配管材料

※重複して適用の場合の

　使用区分は図示による

※重複して適用の場合の

　使用区分は図示による

※重複して適用の場合の

　使用区分は図示による

※重複して適用の場合の

　使用区分は図示による

※重複して適用の場合の

　使用区分は図示による

 　冷媒の回収方法は次による。回収費・処分費は（ ※ 本工事　 ・ 別途工事 ）とする。

　５）浄化槽内の汚泥汲取、清掃、消毒を施工した後、撤去する。
　　　(浄化槽内の汚泥汲取、清掃、消毒は施設管理者側で実施し本工事では実施しない)

　　（４）石綿含有設備機器については、施設管理者及び監督職員と協議の上、適切に処理を行う。

 ２）屋内雑排水管　　・  硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

 （第１桝まで含む）  ・  建築用耐火性硬質ポリ塩化ビニル管(FS-VP）

　　　　　　　　　 　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

　　　　　　　　　 　・ 排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

・　水栓は節水コマ付きを採用する。　・　水栓ハンドルは極力レバ－式を採用する。 ７．水栓

 ２）自動エア抜き弁装置は、標準図（施工３８（ｇ））による。

 １）据付け方法は　 ※ 標準図（施工３２）（二重殻タンク）

 　　　　　　　　　 ・ 標準図（施工３３）（タンク室有り）

 １）シーリングディフューザーの接続は標準図（施工４９）を参考とする。

 ※ 標準図（施工６５）　 ・ 標準図（施工６６）

 １）一般配管用　 ・ 水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（SGP-VB・FVB）

 ２）土間配管用　 ・ 水道用硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管（SGP-VD・FVD）

 ３）地中配管用　 ・ 水道用硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（HIVP）

 ３）地中配管用　 ・ 水道用耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）

 ３）通気管　　　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

 ４）屋外排水管　　　・ 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）

  　小口径桝等はコンクリ－ト巻き仕上げとする。（但し舗装等の仕上げ

消

備

設

火

 ・ 易操作１号消火栓　　 ・ １号消火栓

 　　（屋外露出、寒冷地は保温種別 ｅ２･(ハ)･Ⅶ による）

 　　　　　　　　　　　　　　　　（ＳＴＰＧ３７０－ＶＳ）

 １）屋内消火栓　一般配管用　 ・ 配管用炭素鋼鋼管（白管） １．配管材料

 開閉弁の材質は　 ・ 鋳鉄製（要部青銅製）　 ・ ステンレス鋳物製 ５．屋外消火栓

 ３）　　　　　　一般配管用　 ・ 　

 ３）消火配管の保温は次による。

 ２）充水タンクの保温　　※ 施工しない　 ・ 施工する

 １）呼水タンクの保温　　※ 施工しない　 ・ 施工する

 ※ 広範囲型２号消火栓　 ・ ２号消火栓 ４．屋内消火栓

 ３．保温

 箱の材質は　　　 ※ 鋼板製　 ・ ステンレス鋼板製

 　　・ 屋内消火栓　　　 ※ 施工しない　 ・ 施工する

 　　・ スプリンクラー　 ※ 施工しない　 ・ 施工する

 　　・ 連結送水　　　　 ※ 施工しない　 ・ 施工する

 　　・ 連結散水　　　　 ※ 施工しない　 ・ 施工する

 ２．消火栓弁の耐圧  ※ １０Ｋ　 ・ １６Ｋ

　　　　　　　　　ピット内　　　　　　　　　　　（ＳＧＰ－ＶＳ）

※重複して適用の場合の

　使用区分は図示による

 　　　　　　　　地中配管用　 ・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管

 　　　　　　　　地中配管用　 ・ 消火用硬質塩化ビニル外面被覆鋼管

 ２）連結送水管　一般配管用　 ・ 圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）

 施工方法は標準図（施工７３）の　 ・ （ａ）　 ・ （ｂ）　 ・ （ｃ）

 施工方法は標準図（施工７４）の　 ・ （ａ）　 ・ （ｂ）

 　　　　・ 第1種フロン類充填回収業者の登録通知書（都道府県知事登録）の写し

 　　　　・ 事前確認書の写し　 ・ 回収依頼書の写し　・ 引取証明書　・破壊証明書の写し

　　事共通仕様書（令和４年版）」（以下、「解体共通仕様書」という。）により、解体共通仕様書

　　に記載されていない事項は、特記仕様書（機械設備工事の部）による。

 14 ． オ イ ル ポ ン プ

 16 ． 地 下 オ イ ル タ ン ク

 17 ． オ イ ル サ ー ビ ス タ ン ク

 　 警報器から制御盤、遮断弁までの電線管は本工事とする。

　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

特記仕様書（工種別事項） NOSCALE Ｍ－０２

 ・ パッケージ形消火栓（Ⅰ型）

7本×2

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）



ドアガラリ及びアンダーカット

２.Ｓ・ＳＲＣ造

仕上げ関係

防煙ダンパー

排煙口

電動シャッター本体・操作スイッチ

躯体関係

　貫通孔・開口部

４．浄化槽の躯体

５．地下貯油槽

（タンク室を

　　　設ける場合）

６.その他

電気配線配管屋外排水設備・外構

１.ＲＣ造

　貫通孔・開口部

貫通スリーブ

貫通スリーブの補強

開口補強を要する型枠材及び取付け

開口部の補強

開口補強を要しない型枠材及び取付け

貫通孔・開口部の墨出し

スリーブ・型 枠の穴埋め

Ｓ･ＳＲＣ造鉄骨貫通鋼管スリーブ･補強

開口部の補強

開口補強を要する型枠材及び取付け

開口補強を要しない型枠材及び取付け

　乗場ボタン取付け用口部の仮枠穴開け
各階出入口三方枠及び位置表示器

屋上基礎で押さえコンクリートに

　　　　　　　　　アンカーしない軽微なもの

貫通孔・開口部の墨出し

スリーブ・型枠の穴埋め

予備スリーブの穴埋め

３.設備機器の基礎

貫通スリーブ（工場施工部分）

貫通スリーブ（工場施工部分以外）

屋上設置の基礎

４.昇降機関連

設備機器メンテナンス歩廊

昇降路（及び機械室）の築造

三方枠・出入口扉

乗場機器取付け後の壁･床･天井仕上げ

ピットの防水仕上げ

機械室床のロープ用穴等の仮枠穴あけ

昇降路内（又は機械室天井）のフック設置

機械室マシンビーム受け梁設置

昇降路がＲＣ造の時の軌条・中間ビーム

　　　・ブラケット他昇降路内の鉄製部材一式

昇降路がＳ造の時の中間ビーム

　　　　ブラケット受けピース、ファスナー

機械室換気設備工事

機械室照明設備工事

電源及び接地線工事

機械室・ピットの点検用コンセント

煙感知器設置工事

停電時非常電源識別接点引込み工事

火災時識別リレー接点引込み工事

放送用信号線引込み工事

インターホン・エレベーター監視盤の

　　　　　　　　　　　　　昇降路外配管工事

同上配線工事

ピット点検用タラップ

乗り場敷居受け

エレベーター監視盤への電源引込み工事

補強を要しないボードの切込み

開口部の墨出し

リブ天井仕上げ材の器具廻り取合い

１.軽鉄天井

　　　　・壁下地

フリーアクセスフロア用マーカー

フリーアクセスフロア内の防水堤

２重ピット及びトレンチのマンホール蓋

機器搬入用フック、ビーム

化粧マンホール上蓋及び蓋の仕上

点検口（天井・床下・壁）

排煙口等の天井仕上材の取付け

消火器ＢＯＸ

厨房用グリーストラップ

トラフ・ピット類（蓋を含む）

ＡＬＣ、押出成形セメント板壁開口補強

油サービスタンク及びポンプの防油堤

１.雨水

ルーフドレイン

３.煙突

２.雑排水・汚水 屋外雑排水及び屋外汚水排水設備

桝及び桝蓋

化粧マンホール上蓋及び、蓋の仕上

煙突

発電機室から煙突までの排気管

煙道接続用スリーブ

土留め関係工事

タンク室の乾燥砂充填

タンク室のタンク本体及び配管

駐車場ガソリントラップ

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

自動扉への電源供給

自動扉本体及びキースイッチ以降の配線

電動シャッター電源供給

電動シャッター

　　　　　操作スイッチ用位置ボックス及び配管

　　　　　　　　　　　　　及びその間の配線

　　　　　　　　位置ボックスとその渡り配管

機器と付属操作スイッチの

機器と操作スイッチの渡り配線

小便器用節水装置への電源供給

防火戸の連動制御器・煙感知器

　　　　　　　・吸着板・ラッチ受座の取付け

上記の配線

防火・防煙シャッタ ー及び二次側配線

電気錠への電源供給

避雷導体間の接続工事

（梁・壁・床）の

（梁・壁・床）の

昇降路がＳ造の時のブラケット受け、中間ビーム

　　　　・ファスナー以外の昇降路内の鉄製部材一式

室内機と屋外機の渡り（連絡）配線

建

築

電

気

建

築

電

気

建

築

電

気

建

築

電

気

機械室の配管用コンクリート及び床用防塵塗料

機械室床の機器搬入口の仮枠・補強及び復旧

地下各水槽躯体及び防水・マンホール・タラップ

自動閉鎖装置を取付ける防火戸の切込み補強

フリーアクセスフロアーの切込み及び補強

補強を要するボードの切込み及び下地の補強

タンク室を設けない場合のタンク及び設置工事

上記連動制御器・煙感知器の取付け及び配線

上記連動制御器・煙感知器の取付け及び配線

上記連動制御器・煙感知器の取付け及び配線

注油口内アース端子よりのアース用配管配線

機器付属の制御盤以降の配管配線（接地線共）

自動制御と動力盤との電源供給の渡り配管配線

項　　　　　　　目 備　　　考項　　　　　　　目 備　　　考 項　　　　　　　目 備　　　考 項　　　　　　　目 備　　　考

室内設置のコンクリート基礎(軽微なもの)

室内設置のコンクリート基礎(軽微なものを除く)

屋外設置の基礎

機器取り付け用アンカー・架台

切込み及び補強

位置ボックス

衛生器具類・機器類取付用壁補強

２.既製間仕切り

　　　インサート

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用

Ｓ造の場合設備吊ボルト用構造部材

３.吊ボルト及び

４.外壁廻り 外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ

ウエザーカバー、ベンドキャップ

換気扇及び換気扇用枠

５.湯沸室廻り 流し台・吊戸棚・水切り棚・コンロ台

湯沸器

既製品レンジフード換気扇

現場製作ＳＵＳフード

ミニキッチン本体

ミニキッチン用換気送風機・ダクト

ミニキッチン用衛生配管

６.便所廻り

衛生陶器及び水栓類

鏡（Ｗ６００×Ｈ９００まで）

鏡（Ｗ６００×Ｈ９００を越えるもの）

洗面カウンター（既製品）

洗面カウンター（既製品以外）

オストメイト用の汚物流し等

大人が使用出来る大型ベッド

乳幼児用ベッド・イス

電気錠本体

フィッティングボード

現場施工形（山留め工事関係を含む）

ユニット形（山留め工事関係を含む）

タンク室の躯体（山留め工事関係を含む）

自動扉キースイッチ及びキースイッチまでの配管

区分は○印を適用する。●印が有る場合は●印を適用する。

降

機

昇

降

機

昇

降

機

昇

降

機

昇衛

生

空

調

衛

生

空

調

衛

生

空

調

衛

生

空

調

各工事の開口用

各工事の開口用

各工事の開口用

各工事の開口用

防火区画･防煙区画

防火区画･防煙区画

打合わせによる

屋外を除く

２次側

１次側

エアコン、
全熱交換器等

桝及び桝蓋　横引き配管

屋外雨水排水設備(側溝）

たて樋及び第一枡までの横引き配管

身障用手すり
　　　　　　　　　　　　　及びその間の配線

ガス給湯器用リモコンスイッチ

　　　　　　　　　　　　　及びその間の配線

電動スクリーンコントロールスイッチ

多機能ﾄｲﾚは衛生

器具設置に伴う壁・ﾌﾞｰｽ補強

９.その他

８.事務室廻り

７.調理室廻り

調理台（給水・給湯・ガス接続）

シンク（混合水栓・排水トラップ）

シンク本体

調理台本体（水栓・コンロ・トラップ含む）

仕上げ建築

多機能ﾄｲﾚは衛生

多機能ﾄｲﾚは衛生

エアコン

エアコン(空調)

総合盤下部架台は

建築工事

消火器は備品

　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

工事区分表 NOSCALE Ｍ－０３
　令和　5年5月

三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）



　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

記号 名　称 仕　　　　　　　　様 電源 台数 設置場所 備　考

機　器　表

能　　力

付 属 品

マルチ配管カバー、マルチ架台カバー、マルチ架台

（自立設置タイプ）

GH

1
潜熱回収タイプ

即出湯式

ガス給湯器４台連結形

空気抜弁、安全弁、逆止弁、凍結防止ヒーター、その他付属品共

即出湯ポンプユニット,即出湯リモコン(配線共)、膨張タンク、減圧弁、

ガス給湯器（屋外設置）

※給湯管(往・還)80ｍ以内、給湯管(往)50A・給湯管(還)25Aとする。

リモコン(配線(30ｍ)共)、配管セット、システムユニット

リモコン(配線(50ｍ)共)、配管セット、システムユニット

GH

2
能　　力

付 属 品

マルチ配管カバー、マルチ架台カバー、マルチ架台

潜熱回収タイプ

即出湯式

空気抜弁、安全弁、逆止弁、凍結防止ヒーター、その他付属品共

即出湯ポンプユニット,即出湯リモコン(配線共)、膨張タンク、減圧弁、

ガス給湯器 （自立設置タイプ）

５０号

ガス給湯器（屋外設置）

※給湯管(往・還)80ｍ以内、給湯管(往)40A・給湯管(還)20Aとする。

能　　力
GH

潜熱回収タイプ ３２号

配管カバー、架台カバー、架台、減圧弁、

空気抜弁、安全弁、逆止弁、凍結防止ヒーター、その他付属品共

3

ガス給湯器 （自立設置タイプ）ガス給湯器（屋外設置）

リモコン(配線(30ｍ)共)、配管セット、システムユニット

１

１

１1φ100V

1φ100V

1φ100V

HB

1

屋内消火栓

寸　　法 700×250×1400H

付 属 品

ホース、ノズル、銘板、格納箱、表示灯、端子台、その他標準付属品共

パッケージ形消火栓（Ⅰ型）

消火薬剤貯蔵タンク、加圧用ガス容器、圧力調整器、各種チューブ

３

特記事項

給水及び排水は水道局及び下水道担当課の仕様に準じて施工を行うこと。指導による変更工事は本工事にて行うこと。

耐震措置は「建築設備耐震設計・施工指針」による。

埋設配管（給水管・ガス管等）には埋設表示杭及び埋設表示テープを設置すること。

各バルブには系統表示を設置すること。

給水管及び給湯管のエアー溜りが起こりうる場所にはエアー抜き弁を設置すること。

給水・ガス配管の建物導入部の変位吸収措置を全箇所施工すること。

配管等の防火区画貫通は、令１２９の２の４及び告示１４２２号による。

施工時において凍結の恐れがある配管には十分な凍結防止処置を行うこと(ガス給湯器廻り等)。

雨水側溝へ放流に伴う穴明補修は本工事とする。

手洗い及び足洗いの泥溜桝には防臭用にエルボトラップを設置すること。清掃時にはエルボは取外できるようにしておくこと。

屋外埋設配管時既設配管等の地中障害(軽微なもの)が発生した場合は本工事にて撤去を行うこと。

プロパンガス集合装置

転倒チェーン（取付金物共）、自動切替装置、その他付属品共
PG

1

５０ｋｇ／ｈ　７本立×２組 ※ボンベ庫別途建築工事

マイコンガスメーター（ガス供給業者貸与品）

ガス想定使用量(480.33kW×70％≒336.3kW)

記 号 名 称 管 種

凡 例

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管 （ＪＷＷＡ　Ｋ　１１６）ＳＧＰ－ＶＢ給水管(屋内)

硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ビニル管

汚 水 管

雑 排 水 管 （ＪＩＳ Ｋ ６７４１）

（ＪＩＳ Ｋ ６７４１）

ＶＰ 

ＶＰ 

給水管(屋外)

給水管(引込)

（ＪＩＳ Ｋ ６７４２）ＨＩＶＰ水道用硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ビニル管

一般配管用ステンレス鋼鋼管

通 気 管

給 湯 管

（ＪＩＳ Ｋ ６７４１）

（ＪＩＳ Ｇ ３４４８）

ＶＰ 

ＳＵＳ

G 配管用炭素鋼鋼管（白）ガ ス 管

排水管(高温)SGP 配管用炭素鋼鋼管（白）

ＳＧＰ（白）

ＳＧＰ（白）

（ＪＩＳ Ｇ ３４５２）

（ＪＩＳ Ｇ ３４５２）

水道用耐震型高性能ポリエチレン管(融着)

ガス遮断装置(操作器＋ガス漏れ警報器(３個)＋遮断弁(50A)共(配線・配管共))

ガス給湯器及び電気温水器は転倒防止措置を適正に行うこと。

給湯器の取付方法は、建築基準施行令令第１２９条の２の５第１項第四号に準じて施工を行うこと。

ガス給湯器の定格加熱能力及び定格消費電力はＪＩＳ Ｓ ２１０９の定格条件及び試験方法による

電気温水器の定格加熱能力及び定格消費電力はＪＩＳ Ｃ ９２１９の定格条件及び試験方法による

厨房内高温排水系統は全てＳＧＰ管にて施工を行うこと。

屋外埋設の給水管土被は、ＧＬ－３００ｍｍ以上とする。

但し、車両通行部分は、ＧＬ－６００ｍｍ以上とする。（アスファルト舗装部分は車両通行部とする）

排水の配管勾配及び管底は、再度敷地レベル、既設桝及び配管等を十分調査の上決定し、施工すること。

ピット内の支持金物及び吊支持ボルト類は、全てステンレス製(ＳＵＳ３０４）とする。

建物内の土間配管についても沈下対策のため吊支持金物をステンレス製(ＳＵＳ３０４）にて行うこと。

ガス配管口径は参考としプロパンガス業者決定後確認を行い変更する場合は本工事にて対応すること。

ガス漏れ警報器とメーターへの連動(配管・配線共)は本工事にて行うこと。

衛生設備　機器表 NOSCALE Ｍ－０４

２００号(５０号×４)

埋込形

電気温水から水栓までの給湯管についても標準仕様書に準じた保温を巻くこと。

　令和　5年5月

熱効率：95％同等

熱効率：95％同等

熱効率：95％同等

三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）



　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

洋風大便器(暖房洗浄便座)

名　　　　　称

器　　具　　表

幼児用暖房便座

幼児用大便器(１～２歳児用)

幼児用大便器(３～５歳児用)

幼児用暖房便座

TCF5830AUR(1φ100V 1262W)

床置床排水大便器、密結タンク、床排水フランジ(７５塩ビ管用)、ステンレス製棚付２連紙巻器、樹脂プラグ共

ＴＯＴＯ（参考品番） ＬＩＸＩＬ（参考品番） 仕　　　　　　　　　　様

合
　
　
計

CS310B

床置床排水大便器(幼児用)、平付タンク、幼児用暖房便座

※手摺り、紙巻器は別途建築工事

CS300B

掃除用流し（横水栓） SK22A

T23AEQ20C

掃除用流し、床排水金具、アングル形止水栓、バックハンガー、リムカバー、樹脂フラグ共

横水栓（レバー式）

床置床排水大便器(幼児用)、平付タンク、幼児用暖房便座

CS597BS,SH596BAR

便
所（

０
・
１
歳
児）

３

１

２

１S-202A

LF-7KEZ-19-U

便
所（

２
歳
児）

便
所
・
沐
浴
室

１

４

４

１

１階

こ
ど
も
ト
イ
レ

バ
リ
ア
フ
リー

ト
イ
レ

事
務
室

調
乳
室
便
所（

０
・
１
歳
児）

調
乳
室
便
所
・
沐
浴
室

１

１

１

１

１

１

１

厨
房

便
所（

３
歳
児）

便
所（

４
・
５
歳
児）

屋
外
洗
場

屋外２階

備考

１

４

１

５

１

　但し多機能トイレパック付属品の手摺り及びライニングは本工事とする。

※各種手摺り及びライニング、洗面器用カウンター、器具取付に伴う補強は建築工事とする。

※湯沸室内、ミニキッチン（混合水栓・排水トラップ）は建築工事とする。

※水栓は対応できるものは全て寒冷地対応タイプとすること。

※器具標準付属品(樹脂プラグ・固定金具・接続金具等)は全て本工事にて設置とする。

※厨房用水栓は参考とし、厨房器具決定後十分な調整を行い決定すること。

【建築工事】

・一般用（流し台用水栓、化粧鏡(多目的トイレを除く)、洗濯機パン(排水トラップ共)）

・幼児用（手摺り、紙巻器、手洗シンク（化粧鏡・電気温水器共）、手洗器、シャワーパン、幼児用バス、調乳ユニット、ベビーチェア）

８

１１

衛生設備　器具表 NOSCALE Ｍ－０５

暖房洗浄便座(蓋付)、ＴＯＴＯ:エコリモコン(瞬間式・洗浄・操作(擬音装置付))、ＬＩＸＩＬ:エコリモコン(貯湯式・洗浄・操作(擬音装置付))

BC-P20SU,DT-PA250UTK

CW-PA21LQF-NE-R1(1φ100V 310W)

TCF41R(1φ100V 32W)

TCF40(1φ100V 32W)

４

C-P141SM

CF-7DCK(1φ100V 40W)

C-P143S

CF-43DCK(1φ100V 35W)

レバーハンドル式横水栓(湯用) T28AUNH13V3 カップリング付横水栓

壁付(露出配管形)

１１LF-35Z-13-U

TW11R

洗濯機パン,排水トラップ(横引き)共は建築工事

洗濯機用水栓 １ １ １ ２

洗場用水栓 T200ESUR13C 横水栓(吐水口回転式)LF-7RE-13-U ８８

LF-WJ50KQA 洗濯機用横水栓(緊急止水付) １６

１６

掃除口付汚物流し 掃除口付床置床排水形、樹脂プラグ共SKL330TNFPR １ １ １ １ １５S-207NT1NFRP

幼児用小便器 U310,T601P 壁掛壁排水小便器(幼児用)、手動洗浄ボタンU-401R

U310GY,T601P U-401R,KF-AA910CE40/Y92幼児用小便器(手摺付) 壁掛壁排水小便器(幼児用)、手摺付き(固定金具共)、手動洗浄ボタン

４ ５９

８

※紙巻器は別途建築工事

横水栓（レバー式）

SK500

T200BSQ13C

マルチシンク（小型）、床排水金具共小型掃除用流し（横水栓） １１S-17

LF-7KEZ-19-U

多機能トイレパック

ｵｽﾄﾒｲﾄ用電温(1φ100V 600W)

ロータンク式埋込み洋風大便器，温水洗浄式便座(瞬間式、蓋無)、ＴＯＴＯ:エコリモコン(洗浄・操作)、ＬＩＸＩＬ:洗浄リモコン(洗浄・操作、電源工事(本工事))、停電時手動洗浄レバー(ＴＯＴＯのみ)

Ｌ型手摺り，跳ね上げ式手摺り，紙巻器，化粧鏡、オストメイト流し（ロータンク式、汚物流し専用電気温水器付、紙巻器、水石けん入れ、洗浄ボタン、混合水栓）

UADAK21R1A1ADD1BA

器具設置用ライニング，洗面器（自動単水栓），手洗器（自動単水栓、水石けん入れ）

１１

TCF5840AUPN(1φ100V 1260W)

ｵｽﾄﾒｲﾄ用電温(1φ100V 700W)

PTWC-HC101R1A1AWWL

CW-PC12-CK-UR-TU/BW1(1φ100V 1300W)

レバーハンドル式水栓(湯用) 台付タイプ（スパウト３００ｍｍ）T136BUNR13 V1 H

レバーハンドル式水栓(水用) T136BUNR13 V2 C 台付タイプ（スパウト３００ｍｍ） １１

１１

１１

１１

LF-14ZF(S300)-13(R65)-U

LF-L14ZF(S300)-13(R65)-U

手洗器(自動水栓) L250D(REAH03B11RS28SK) 壁掛式、台付自動水栓(電気温水器共)、床排水、バックハンガー共

(電気温水器：AC100V/600W)

L-176UAN ２２

(電気温水器：AC100V/700W)

電気温水器（12ﾘｯﾄﾙﾀｲﾌﾟ） REKB12A12一式

1φ100V　1.1kW

電気温水器,開放式排水ホッパー,耐震用脚、アングル形止水栓,接続口キャップ

※混合水栓は別途建築工事1φ100V　1.1kW

１ １ １３EHPM-KA12ECV3

スタッフ用手洗器(自動水栓)

(電気温水器：AC100V/600W)

肘洗対応形(電気温水器付)、アングル止水栓、床排水、連結管共LS850CPAR ４４L-A101AE

(電気温水器：AC100V/700W)

ハンドドライヤー 高速両面タイプ １１TYC430WJ(AC100V/1015W) KS-590BH(AC100V/1140W)

手洗器(自動水栓) LSL870APR(AC100V),HP870FR 壁掛バック付手洗器、自動単水栓、トラップカバー共 １ １L-A74TAC 1,A-5303W

カップリング付横水栓

壁付(露出配管形)

１１レバーハンドル式横水栓(水用) T28AUNH13 LF-35-13-CV

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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100
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5,300 900 4,700 10,400 4,800

+270
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口 径

勾 配

口 径

勾 配
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1/100以上

▽GL±0
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勾 配

1FL(+600)

100 125

1/100以上

口 径
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▽GL±0

1,100 8,400
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-100

1FL(+600)
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100 125
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2,700

▽GL±0
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小口径汚水桝 200φ
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200φ
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90L
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小口径汚水桝

鋳鉄製防護蓋(T-8)

鋳鉄製防護蓋(T-8)

鋳鉄製防護蓋(T-8)

鋳鉄製防護蓋(T-8)

鋳鉄製防護蓋(T-8)

鋳鉄製防護蓋(T-8)

90Y

小口径汚水桝

小口径汚水桝

小口径汚水桝 200φ

小口径汚水桝 200φ
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塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋

塩ビ蓋
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既設
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125-200

鋳鉄製防護蓋(T-8)
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100-200

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ

200φ 塩ビ蓋

鋳鉄製防護蓋(T-8)

鋳鉄製防護蓋(T-8)

鋳鉄製防護蓋(T-8)
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45Y(3.0cm段差付)
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鋳鉄製ﾛｯｸ式防護蓋(T-8)
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870

7
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0

　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

衛生設備　勾配図・桝リスト(汚水) NOSCALE Ｍ－０６

既設汚水最終桝へ接続

96
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F05 F06 F07 F08

87
0

F05

F06

F07

200φ

200φ

200φ

ST

ST

100-200

100-200

100-200

960

1070 22.5L

鋳鉄製ﾛｯｸ式防護蓋(T-8)

鋳鉄製ﾛｯｸ式防護蓋(T-8)

鋳鉄製ﾛｯｸ式防護蓋(T-8)

870

F08 200φ 22.5L100-2001150 鋳鉄製ﾛｯｸ式防護蓋(T-8)

小口径汚水桝(２期)

小口径汚水桝(２期)

小口径汚水桝(２期)

小口径汚水桝(２期)

別途工事範囲(仮設は本工事)

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）



東光保育所

倉庫

ジャングルジム

砂場

（駐車場）

（駐車場）

プール

東光保育所

倉庫

ジャングルジム

砂場

（駐車場）

（駐車場）

プール

　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

給
水
本
管
(H
PP
E1
00
φ
)

既設高架水槽へ

(25)
既設給水引込管撤去

既設給水管より分岐　75Ａ
引込管(ハイポリエチレン管(融着))

量水器廻り

伸縮止水栓 75A

汚
水
本
管

水道メーター（貸与品） 75A 給
水
本
管
(H
PP
E1
00
φ
)

(150)

スイング逆止弁 75A
75(PP)

量水器ボックス(鋳鉄製)共

既設高架水槽へ

既設給水管へ接続

25

VC-P

GV-25

仮設給水管

１階平面図参照

既設汚水最終桝(1200H)へ接続

配置図(仮設時)　　　Ｓ：１／３００ 配置図(改修前)　　　Ｓ：１／３００

【先行工事】

・既設給水引込管２５Ａ撤去(本管まで撤去とする)。

40

【解体建物】

撤去後配管キャップ止メ

(150)

汚
水
本
管
20
0A

・既設給水管２５Ａへ仮設給水（既設保育所高架水槽へ）

　給水管屋外露出には凍結防止を十分考慮し保温を行うこと。

・新設給水管７５Ａ引込み。

・既設保育園通路に仮設給水管及び仮設排水管を設置。

・既設保育園解体後仮設配管の撤去を行い、配管の本設を行う。

・既設汚水最終桝撤去(撤去後配管キャップ止メ)。

既設汚水最終桝撤去(200φ×2100H)

1/300 Ｍ－０７

75

100

100

75

75(屋外露出)
100(屋外露出)

仮設排水管

仮設給水管

衛生設備　全体配置図(解体前)

6.8ｍ

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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(150)

VC-2

GV-40

GV-40

VC-2

散水栓

ﾎﾞｯｸｽ共

(流量調整用)

(プール給水用)

40

40VC-P

GV-20散水栓

ﾎﾞｯｸｽ共

75(PP)

既設給水管より分岐　75Ａ
引込管(ハイポリエチレン管(融着))

伸縮止水栓 75A

水道メーター（貸与品） 75A

スイング逆止弁 75A

量水器ボックス(鋳鉄製)共

量水器廻り

全体配置図　　　　　Ｓ：１／３００

※散水栓は全てカップリング付とする。
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給水管プール接続まで本工事
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　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

衛生設備　全体配置図 1/300 Ｍ－０８
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側溝へ放流(穴明補修共)
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途
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囲
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　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）



S

S

スロープ

滑り台

避難用
便所（２歳）

PS

便所 保育室（２歳児）
屋外階段 検収室

食品庫

前室

下処理室

保育室（１歳児）

ス
ロ
ー
プ

休憩室

調理室 食育ｺｰﾅｰ

ス
ロ
ー
プ（０,１歳児）ＤＷ

便所

調乳室

ﾌﾟｰﾙ
洗浄室 ｺﾝﾃﾅ

光庭
保育室（０歳児）EPS便所・沐浴室 廊下２ 図書ｺｰﾅｰ

調乳室

倉庫３一時保育室
スロープ

デン
倉庫２

階段

ホール

玄関
スロープ

倉庫１

廊下１

ﾄｲﾚﾄｲﾚ

こどもﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ
休憩室

相談室

事務室

更衣室

UP

Xa

▽
壁
芯

8,
25
0

XbY1

5,
00
0

7
,
2
5
0

23
,5
00

Xc

Y2

5,
00
0

Xd

6
,
0
0
0

5,
25
0

Y3

Xe

4
,
5
0
0

4ﾟ

Y4

94ﾟ

7
,
0
0
0

Y5

1
,
5
5
0

Y6

Ya
8,453

8,150

1,993

Yb

7,
70
0

90ﾟ

▽
壁
交
点
芯

△壁交点芯

▽
柱
芯

△上部軒ライン

△壁芯

△
上
部
軒
ラ
イ
ン

U
P

△
上
部
軒
ラ
イ
ン

△壁交点芯

▽壁芯

△上部軒ライン

▽
壁
芯

▽壁芯

▽
上
部
軒
ラ
イ
ン

▽上部軒ライン

▽壁芯

X7X6X5X3X2 X4X1

36,650

8,3505,5005,7504,8006,3505,900

19,600

BV-75

BV-65

CVAT-100

4
0

A07 A08

A09

A10

A11A12

1
0
0

100

65
50

75
50

ポンプ槽

雑排水

ポンプ槽

厨房排水

CVAT-100
100100

C03

10
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
25

100

VC-4

CV-50

VC-4

CV-50

VC-4

VC-4

１階平面詳細図(５)参照

１階平面詳細図(４)参照

１階平面詳細図(３)参照

１階平面詳細図(２)参照

１階平面詳細図(１)参照

ポンプ槽制御盤

排水槽制御盤

F03

1
0
0

1
2
5

125

F02

F01

C06

100

125

75

F04

E05

E04

E03

E02

E01

D02

D01

C05

C04

C02

C01

B08 B07 B06 B05 B04

B03

B02

B01

A06

A05

A04

A03
A02

A01

100

10
0

10
0

50

50
100100100

1
0
0

100

1
0
0

100

50

100

100

100 40

507575

10
0

100

100

100

100

GT

1
0
0

10
0

1
0
0

　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

衛生設備　１階平面図 1/150 Ｍ－０９

※デッキ部の桝上部点検口は建築工事とする。

１階平面図　　　　　Ｓ：１／１５０

※汚水本管への排水量は０．４８２ｍ３／ｍｉｎ以下にて調整を行うこと。
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以降雨水桝へ接続

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田
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笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

1/150衛生設備　２階平面図

20 40,20

20,40

40,20

●
●

Ｍ－１０

※●部分は区画貫通処理部を示す。

２階平面図　　　　　Ｓ：１／１５０

２階平面詳細図(１)参照

２階平面詳細図(２)参照

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小
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衛生設備　Ｒ階平面図 1/150 Ｍ－１１

Ｒ階平面図　　　　　Ｓ：１／１５０

逆止弁付ボール止水栓　２０Ａ 逆止弁付ボール止水栓　２０Ａ 逆止弁付ボール止水栓　２０Ａ

１

１５－ＦＪ（給湯器用(給水)３００Ｌ）

１５－ＦＪ（給湯器用(給湯)３００Ｌ）

間接排水口　５０Ａ

ガス用バルブ　２０Ａ

ガス用フレキ　２０Ａ

【ＧＨ－１】ガス給湯器５０号×４ 【ＧＨ－３】ガス給湯器３２号

１

間接排水口　５０Ａ

１

間接排水口　５０Ａ

ガス用バルブ　２５Ａ

ガス用フレキ　２５Ａ

２５－ＦＪ（給湯器用(給湯)３００Ｌ）

ガス用バルブ　５０Ａ

ガス用フレキ　５０Ａ

５０－ＦＪ（給湯器用(給水)５００Ｌ） ４０－ＦＪ（給湯器用(給水)５００Ｌ）

４０－ＦＪ（給湯器用(給湯)５００Ｌ）

２０－ＦＪ（給湯器用(給湯)３００Ｌ）

５０－ＦＪ（給湯器用(給湯)５００Ｌ）

【ＧＨ－２】ガス給湯器５０号

エア抜き弁
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　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

衛生設備　１階平面詳細図(１)　事務所廻り 1/50 Ｍ－１２
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※　　　　部分はピット範囲を示す。
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　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

衛生設備　１階平面詳細図(２)　便所・沐浴室廻り 1/50 Ｍ－１３
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※　　　　部分はピット範囲を示す。

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平
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藤
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大
田
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原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

衛生設備　１階平面詳細図(３)　厨房廻り 1/50 Ｍ－１４
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１階平面詳細図(３)　　Ｓ：１／５０

※　　　　部分はピット範囲を示す。
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　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計
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 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

100,100,50,20

75

50

100

100

100

100

5
0

5
0

2
0

20

5
0

6
520 5
0

5
0

2
0

2
5

6
5

2
0

5
0

5
0

2
5

2
0

40

50

100

50

100

50 50

2
0 2
0

20

40

100

50

50

75

50

1
0
0

1
0
0

100

100

2
0

5
0

50

2
0

25 20

50

VC-P

GV-20

GV-20CVAT-50

CVAT-80

CVAT-100

CVAT-100

CO-100

CO-100

以降電気温水器に接続

電気温水器(建築工事)

100 100 100

5075

125

1
2
5

1/50 Ｍ－１５

１階平面図参照 １階平面図参照

B05B06B07

E01

E02

E03

E04

E05
7
5

2
0

2
0

2
0

2
0

7
5

7
5

4
0

40 25

1
0
0

１階平面詳細図(４)　　Ｓ：１／５０

※　　　　部分はピット範囲を示す。

7
5

7
5

衛生設備　１階平面詳細図(４)　便所２歳児廻り
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　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録
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 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小
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　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二
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 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号
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２階平面詳細図(１)　　Ｓ：１／５０

※●部分は区画貫通処理部を示す。
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　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二
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衛生設備　２階平面詳細図(２)　保育室４,５歳児廻り 1/50 Ｍ－１８

※●部分は区画貫通処理部を示す。

２階平面詳細図(２)　　Ｓ：１／５０

CVAT-65

4
0

100φ用SUSﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ

ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）



　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

AS舗装
※本工事外

▽ＧＬ

65
φ

75φ
▽放流管底

▽ＧＬ

AS舗装
※本工事外

▽流入管底

▽ＧＬ

▽放流管底

▽ＧＬ

125φ

65φ

50
φ

台数

２

２

雑排水ポンプ

放流
75φ

厨房排水ポンプ
厨房排水ポンプ槽

厨房排水流入
100φ

雑排水流入
125φ

流入管底 GL-1200

65φ

厨房排水ポンプ槽

雑排水ポンプ

雑排水ポンプ槽

2,900

1,390 610 900

20
0

3,
00
0

20
0

15
0

50

3,
65

0

50

1,
00
0

1,
30

0
40
0

65
0

2,900

1,390 610 900

20
0

3,
00
0

20
0

15
0

50

3,
65
0

50

1,
00
0

1,
30

0
40

0

1,
20
065

0

20
0

5,
30
0

2,
90
0

2,
40

0

5,
50

0

2,
90

0
2,
40

0
10
0

10
0

※
ベ
ー
ス
寸
法

2,900

3,200

2,900150 150

200 2,500 200

※ベース寸法

100φ

CPL 600×1000

CPL 600×1000

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

▽HWL

▽LWL

▽HWL

▽LWL

厨房排水ポンプ

厨房排水ポンプ槽

雑排水ポンプ槽断面図

雑排水ポンプ槽

▽流入管底

Ｍ
１
Ｍ
2 FS1､2

Ｍ

Ｍ
3

4 FS3､4

PB

PB

排水槽制御盤

ポンプ槽制御盤

厨房排水ポンプ槽

雑排水ポンプ槽

雨水排水ポンプ槽

P1
P2

電気工事図

台数

２

1,500

1,100200 200

1,
50

0

1,
10
0

20
0

20
0

125φ
流入管 1,

84
0

1,
42
0

15
0

10
0

12
0

▽放流管底

50

40
0

58
0

▽流入管底

放流管
50φ×2

30
0

46
0

嵩上材 200mmH使用

1,000

1,
00
0

頂版平面図 槽内平面図

雨水排水ポンプ

雨水排水ポンプ

機器名称

（60HZ/100V）

仕　　　様

機器リスト

断面図

▽ＧＬ

機器名称

厨房排水ポンプ

雑排水ポンプ

50A×0.25ｍ3/min×2.0m×0.4kw(自動交互運転)

65A×0.38ｍ3/min×4.0m×1.5kw(自動交互運転)

65A×0.26ｍ3/min×4.0m×0.75kw(自動交互運転)

（60HZ/200V）

（60HZ/200V）

仕　　　様

機器リスト

Ｂ－Ｂ断面図

槽内平面図

更衣室

Ａ－Ａ断面図

頂版平面図

逆止弁

逆止弁

1/50 Ｍ－１９衛生設備　排水ポンプ槽・雨水ポンプ槽構造図

解放

放流

オーバーフロー
50φ

解放オーバーフロー
50φ

故障時
故障

Ｍ２

Ｍ３

Ｍ４

Ｍ１

移行満水
漏電 過負荷

警報 機器選択

手動 自動
自動

（自交）
備考機器名称機器記号

厨房排水ポンプ　Ａ

厨房排水ポンプ　Ｂ

雑排水ポンプ　Ａ

雑排水ポンプ　Ｂ

ＬＷＬ以上で自動運転、ＬＷＬ以下で停止。

ＬＷＬ以上で自動運転、ＬＷＬ以下で停止。

ＨＷＬ(ＡＷＬ）以上で満水警報。

ＨＷＬ(ＡＷＬ）以上で満水警報。

符号 機　器　名　称

１
Ｍ

２
Ｍ

Ｍ

Ｍ

３

４

ＥＤ Ｄ種接地工事

厨房排水ポンプ槽フロ－トスイッチ

雑排水ポンプ槽フロ－トスイッチ

容量 (kW)

ｋＷ

ｋＷ

台数

１

１

ｋＷ

ｋＷ

１

１０．７５

ＣＶ２　－４ 
□ Ｃ

使用ケーブル

ＣＶ２　－４ 
□ Ｃ

ＣＶＶ１．２５　－４ 
□ Ｃ

プルボックス電線管

ＰＦ-２８ １５０×１５０×１００
PVC

０．７５

１．５

１．５

ＣＶ２　－４ 
□ Ｃ

ＣＶ２　－４ 
□ Ｃ

ＰＦ-２８ １５０×１５０×１００
PVC

１ Ｅ５．５ ＰＦ-１６

ＰＦ-２２

ＰＦ-２２

２

２ ＣＶＶ１．２５　－４ 
□ Ｃ

※プルボックスは本工事工事に含む。

※制御盤内へのガス（塩素ガス等）の流入を防止するためプルボックス及び盤内への配線入口側をコーキング処理すること。

厨房排水ポンプ　Ａ

厨房排水ポンプ　Ｂ

雑排水ポンプ　Ａ

雑排水ポンプ　Ｂ

ＦＳ1,2

ＦＳ3,4

符号 機　器　名　称 容量 (kW)

ｋＷ

ｋＷ

台数

１

１

使用ケーブル 電線管

□ Ｃ

□ Ｃ
ＰＦ-２８

ＣＶＶ１．２５　－４ 
□ Ｃ

ＰＦ-２２２

※雨水排水ポンプ槽設置ポンプ 及び フロ－トスイッチはは一体構造の為、専用盤 にて制御を行う。

P1

P2

ＦＳ

雨水排水ポンプ　Ａ

雨水排水ポンプ　Ｂ

雨水排水ポンプ槽フロ－トスイッチ

０．４

０．４

ＣＶ２　－３ 

ＣＶ２　－３ 
※専用盤にて制御

●雨水排水ポンプ槽電気容量・配線表

●厨房排水・雑排水ポンプ槽電気容量・配線表

　ポンプ特性曲線図より、想定水量を算出し、バルブにて流量調整を行い指定水量以下に調整すること。

※汚水本管への排水量は０．４８２ｍ３／ｍｉｎ以下にて調整を行うこと。

※雨水による浸水（1.6ｍ）時に水槽内へ雨水が流入しない構造とすること。

　上記測定方法は参考とする。

※厨房排水ポンプ槽設置ポンプ（２台）･雑排水処理ポンプ槽設置ポンプ（２台）は交互運転とし、常時起動は1台稼働とする。

※流量測定は本工事にて行うこと(必要な器具(圧力計・配管取付金具)等は見込んでおくこと)。

ＦＲＰ製雨水槽は本工事とする。

厨房・雑排水ポンプ槽構造図 雨水排水ポンプ槽構造図

77
0

流入管底 GL-770

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）



　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

LC 2L 2H

(AC200V)
外部

（無電圧）

予備

AL
R

AL
2

AL
1

一括警報

（有電圧）

AL
S

外部
一括警報

LC 1L 1H

NP-02

スタンション

空気穴を設けること

取付孔4-φ15

カードホルダー

H-85
ハンドル(キー付)

N200番

警告シール

警報ブザ

BZ

BSBZ

NP33

NP01

機器配置図（表示・操作部） 銘　板　表

 3

 6

 4

 5

NP01 排水ポンプ制御盤

記　号

02

NP 1

社名板

記　入　文　字

 2

警報停止

手動逆洗ー自動

33

32

26

手動－切－自動

NP22

23

24

25

NP31

厨房排水槽　満水

漏電

雑排水槽　満水

電源

過負荷

厨房排水ポンプ

雑排水ポンプ

厨房排水ポンプ　Ａ

雑排水ポンプ　Ｂ

雑排水ポンプ　Ａ

厨房排水ポンプ　Ｂ

※接地線ＥとＥＬＢＥは制御盤内で共用しない事。

2L
2H

LC

2L

2H

１台運転

満水警報

20μF
SC1A

THR1A

MC1A

UVW-1A

M

1A

ELCB1A

A

Ａ

(30mA)

3P30AF
15AT

1

20μF
SC1B

THR1B

MC1B

UVW-1B

M

1B

ELCB1B

A

(30mA)

3P30AF
15AT

2

AL2

一括警報
（有電圧）

ALR

ALS

外部

AL1

（無電圧）

MCCB0
3P30AF
30AT

(30mA)

MC2B

3P30AF

ELCB2B

15AT

単　線　接　続　図

3φ3W200V

RSTE

60Hz

外部接続端子表

EL
BE

アース

ELCB

※筐体アースは接地線Ｅに接続する。

EL
BE

用

M

2B

THR2B

UVW-2B

1L
1H

LC

制御回路

1L

(RC,SC)

入力電源

W1
B

V1
B

W1
A

U1
BE

WL

  1A
F-WL

T

10AT

MCCB01

30μF

2P30AF

1H
満水警報

E W2
B

V2
A

U1
ASR V1
A

U2
A

SC2B

W2
A

(AC200V)

V2
B

U2
B

ＡＡ Ｂ
ポンプ ポンプ

Ｂ

30μF
SC2A

THR2A

MC2A

UVW-2A

M

2A

ELCB2A

A

Ａ

(30mA)

3P30AF
15AT

3 4
A

ＢＢ

厨房排水ポンプ 厨房排水ポンプ 雑排水ポンプ 雑排水ポンプ

0.75kW 0.75kW1.5kW 1.5kW

0-10-30A 0-10-30A 0-5-15A0-5-15A

塗装色内面 5Y7/1

本体板厚 1.6t

扉板厚

塗装色外面

屋外、屋内自立型(併用)

5Y7/1

1.6t

制御盤仕様表

厨房排水 雑排水

フロート
スイッチ

(AC24V)

フロート
スイッチ

(AC24V)

１台運転

厨房排水ポンプ槽 雑排水ポンプ槽

スイッチ
フロート

スイッチ
フロート

厨房排水 雑排水
ポンプ槽 ポンプ槽

1 4

2522 23 2624

31 31 31

5 632

31

500 100 180100

250

272
15
30

20

50
0

10
30

20

700

衛生設備　排水ポンプ槽制御盤姿図・単線結線図 NOSCALE Ｍ－２０
　令和　5年5月

三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）



　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

雑排水ポンプ槽

厨房排水ポンプ槽

4,900
※土留芯寸法

10
0

10
0

850 3,200 850
※ベース寸法

2,900 150150

5,
50
0

90
0

90
0

7,
30
0

※
土
留
芯
寸

法

※
ベ
ー
ス
寸
法

2,
90
0

2,
40
0

鋼矢板高周波バイブロ工法

Ｌ＝９ｍ

※水槽(RCu）躯体寸法

※
水
槽
(R
Cu
）
躯
体
寸
法

※
水
槽
(R

Cu
）
躯
体
寸
法

3,200

2,900150 150

1,290 100 610 100 800

▽ＧＬ▽ＧＬ

2,900

20
0

3,
00
0

20
0

15
0

50

3,
65
0

50

D13@200ｼﾝｸﾞﾙ

D13@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

水槽躯体　RCu

日本建築センタ－耐久性評価品
ボックスカルバ－ト

S

FS

厨房排水ポンプ槽・雑排水ポンプ槽 共通

1,
84
0

1,
42
0

15
0

10
0

12
0

50

▽ＧＬ

D10@200ｼﾝｸﾞﾙ
S

FS

符号 スラブ厚 主　　　筋 副　　　筋

全断面

位置 備　考

全断面

スラブ・壁リスト

共通事項

鉄　　筋

コンクリート

ＳＤ－２９５Ａ

Ｆｃ＝２１Ｎ/ｍ２　とする

S

FS Ｄ１３－２００＠ Ｄ１３－２００＠

※Ｎ＝１０Ｔ／ｍ２以上とする。

※スラブ仕上げは、１スパン仕上げとする。

１２０

１５０

Ｄ１０－２００＠ Ｄ１０－２００＠

シングル

シングル

※ コーナー縦筋　4-D16　施工の事。

符号

２００

スラブ厚 主　　　筋 副　　　筋

Ｄ１３－２００＠ Ｄ１３－２００＠全断面

位置 備　考

全断面 ダブル

スラブ・壁リスト

共通事項

鉄　　筋

コンクリート

ＳＤ－２９５Ａ

Ｆｃ＝２１Ｎ/ｍ２　とする

S

FS

シングル

Ｄ１３－２００＠ Ｄ１３－２００＠２００

※ 巾止め筋は、D10@1000とする。

※ コーナー縦筋　4-D16　施工の事。

※Ｎ＝１０Ｔ／ｍ２以上とする。

※スラブ仕上げは、１スパン仕上げとする。

雑排水ポンプ槽

厨房排水ポンプ槽

5,
50
0

2,
90
0

2,
40
0

10
0

10
0

嵩上ブロック

200H

※開口受枠は 溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

厨房排水ポンプ槽・雑排水ポンプ槽・雨水排水ポンプ槽共通

2-D13ﾀﾞﾌﾞﾙ

1-D13ﾀﾞﾌﾞﾙ
2-D13ﾀﾞﾌﾞﾙ

2-D16ﾀﾞﾌﾞﾙ

1-D13ﾀﾞﾌﾞﾙ

※開口蓋はCPL（チェッカ－プレ－ト）ボルト固定とする。

10
0

10
0

84
4

84
4

10
0

10
0

1,
01

2
1,
01

2
59
4

59
4

200H

嵩上ブロック

610×1012

610×1012

【開口部補強筋施工例】

40
d

40d 40d

40
d

40
d

40
d

40
d

40
d

蓋詳細図（参考）

平断面図

配筋図

土留施工図

開口位置図

厨房・雑排水ポンプ槽土木図 雨水排水ポンプ槽土木図

1

1,112

2 540 2 54013 13

71
0

2
68
0

2
13

13

50 1,012 50

50
61
0

50

開口

開
口

1

1,112

2 540 2 54013 13

50 1,012 50

71
0

2
68
0

2
13

13

50
61
0

50
開
口

50
50

50

A-A断面図 

B-B断面図 

SB-13×13

L-50x4

運搬用(仮止め)

L-30x30x3

B B

L-40x5

A

A

60
0

SB-13×13

L-50x4

4.21

15.1

68.5

4.21

15.1

48.224.1

1

2

1

仕様

CR相当品

重量単重

合計Kg

受　枠

梁

部品名 数量

ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ

ﾎﾞﾙﾄ

枠

枚

単位

本

SUS 4 本

FC200蓋

20x3.0t

0.5 1.02梁　受 個

規格寸法

CR相当品

M12-30,W

540ｘ680

20x3.0t

L-50x4x3444

[-75x65

SS めっき仕上げ

SS めっき仕上げ

SS めっき仕上げ

参考重量（kg）

〇部詳細図 

8
2.
3

L-40x40x5

28
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※蓋耐荷重（Ｔ－６）とする。

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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設計　
中電技術コンサルタント株式会社
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 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小
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　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録
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 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小
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　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）



機　器　表

記号 名　称 仕　　　　　　　　様 電源 台数 設置場所 備　考 記号 名　称 仕　　　　　　　　様 電源 台数 設置場所 備　考

冷媒ガス充填が必要な場合は本工事にて行うこと。

　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
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 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

ACP
マルチパッケージ形

冷房能力

3φ200V 屋上

高効率タイプ

インバータ制御

空気調和機
1

室外機（最上位タイプ）

22.4kW　　暖房能力　25.0kW

１

アクティブフィルター共

付 属 品

ACP
マルチパッケージ形

空気調和機 冷房能力

1φ200V

1-1

１方向吹出カセット形

付 属 品 防振吊金物、標準リモコン共

２ １階休憩室

１階相談室

ACP
マルチパッケージ形

空気調和機 冷房能力

1φ200V

付 属 品 防振吊金物、標準リモコン共
1-2

２方向吹出カセット形

4.5kW　　暖房能力　5.0kW

１ １階事務室

ACP
マルチパッケージ形

空気調和機 冷房能力

1φ200V

付 属 品 防振吊金物、標準リモコン共

１４方向吹出カセット形

1-3
5.6kW　　暖房能力　6.3kW

１階一時保育室

ACP
マルチパッケージ形

冷房能力

3φ200V

高効率タイプ

インバータ制御

空気調和機

室外機（最上位タイプ） １

アクティブフィルター共

付 属 品

ACP
マルチパッケージ形

空気調和機 冷房能力

1φ200V

付 属 品 防振吊金物、標準リモコン共

ACP
マルチパッケージ形

空気調和機 冷房能力

1φ200V

付 属 品 防振吊金物、標準リモコン共

2

2-1

2-2

４方向吹出カセット形

４方向吹出カセット形

56.0kW　　暖房能力　63.0kW

5.6kW　　暖房能力　6.3kW

7.1kW　　暖房能力　8.0kW

屋上

４

３

１階保育室(２歳児)

１階保育室(１歳児)

１階保育室(０歳児)

ACP
マルチパッケージ形

冷房能力

3φ200V

高効率タイプ

インバータ制御

空気調和機

室外機（最上位タイプ） １

アクティブフィルター共

付 属 品

ACP
マルチパッケージ形

空気調和機 冷房能力

1φ200V

付 属 品 防振吊金物、標準リモコン共

ACP
マルチパッケージ形

空気調和機 冷房能力

1φ200V

付 属 品 防振吊金物、標準リモコン共

屋上

3

3-2

3-1

１方向吹出カセット形

天吊形（露出タイプ（厨房用））

8.0kW　　暖房能力　9.0kW

2.2kW　　暖房能力　2.5kW

2.2kW　　暖房能力　2.5kW

45.0kW　　暖房能力　50.0kW

１階調理室５

１階洗浄室

１階下処理室

１階検収室

１階休憩室１

防雪フード(上部のみ)、スプリング防振架台

防雪フード(上部のみ)、スプリング防振架台

防雪フード(上部のみ)、スプリング防振架台

防雪フード(上部のみ)、スプリング防振架台

２階保育室(5歳児-2)

２階保育室(5歳児-1)

２階保育室(4歳児-1)

２階保育室(4歳児-2)

２階保育室(3歳児-2)

２階保育室(3歳児-1)２

４

４方向吹出カセット形

４方向吹出カセット形

9.0kW　　暖房能力　10.0kW

56.0kW　　暖房能力　63.0kW

4-1

4-2

4

屋上

防振吊金物、標準リモコン共付 属 品

1φ200V

冷房能力空気調和機

マルチパッケージ形
ACP

防振吊金物、標準リモコン共付 属 品

1φ200V

冷房能力空気調和機

マルチパッケージ形
ACP

付 属 品

アクティブフィルター共

１室外機（最上位タイプ）

空気調和機

インバータ制御

高効率タイプ

3φ200V

冷房能力

マルチパッケージ形
ACP

ACP
マルチパッケージ形

冷房能力

3φ200V

高効率タイプ

インバータ制御

空気調和機

室外機（最上位タイプ） １

アクティブフィルター共

付 属 品

ACP
マルチパッケージ形

空気調和機 冷房能力

1φ200V

付 属 品 防振吊金物、標準リモコン共

屋上

5

5-1

２階遊戯室

防雪フード(上部のみ)、スプリング防振架台

40.0kW　　暖房能力　45.0kW

7.1kW　　暖房能力　8.0kW

7.1kW　　暖房能力　8.0kW

ACP
マルチパッケージ形

冷房能力

3φ200V

高効率タイプ

インバータ制御

空気調和機

室外機（最上位タイプ） １

アクティブフィルター共

付 属 品

ACP
マルチパッケージ形

空気調和機 冷房能力

1φ200V

付 属 品 防振吊金物、標準リモコン共

屋上

6

6-1

２方向吹出カセット形

7.1kW　　暖房能力　8.0kW

28.0kW　　暖房能力　31.5kW

防雪フード(上部のみ)、スプリング防振架台

３ ２階廊下

タッチパネル式カラ－液晶モニタ－

・ グル－プ／個別／一括　運転・停止

・ 冷房／暖房／自動　運転モ－ド切替

・ 冷房／暖房／自動　温度設定

・ 風量設定　　　・ 室温表示　　・ リモコン操作への禁止

・ スケジュ－ル運転　・ 異常表示（外部端子共）

・デマンドコントロール

付属品：空調制御ボックス（操作用）、その他必要機器

高性能形集中管理

コントローラ

１1φ100V １階事務室

特記事項

冷媒配管サイズは参考とし、メーカー選定後仕様にあったサイズとすること。

化粧パネルの色は現場指示とする。

１次側電源工事は、電気工事とする。

マルチ式の屋内外機連絡配管は、メーカー標準とし、冷媒管巻き込みのこと。

マルチ式の屋内外機への一次側電源工事は、電気工事とする。

機器は製造者標準仕様とする。

耐震措置は「建築設備耐震設計・施工指針」による。

配管等の防火区画貫通は、令１２９の２の４及び告示１４２２号による。

コントロールスイッチの取付・配線は本工事、配管・リモコンボックス取付は電気工事とする。

高性能形集中管理コントローラは１階事務室に設置する(配線工事共(配線図は参考とし各メーカー仕様に準じた配線を行うこと))。

始動時間等を調整し、空調機の同時始動によるデマンド増大を制御すること。

空調屋内機は、原則として標準フィルター、ドレンアップメカ組込型とする。

屋外機取付け用アンカーボルト、ナットはステンレス製（Ｗナット）～本工事

高調波計算（電気・機械設備）を行い工事着手時中国電力に提出すること。(契約電力未決定なので変圧器容量にて算出、又提出は電気設備業者とする。）

天吊り機器の振れ止め固定が必要な場合は全て本工事にて行うこと。

作業場所が高所の場合は本工事にて高所作業車又は足場を設置し作業を行うこと。

室外機用防振架台を使用する場合ドレン配管のルート確保（鉄骨架台開口・基礎への埋め込み配管等）の検討を十分に行い施工すること。

メーカー確定後省エネ計算に伴う申請の再提出は本工事にて行うこと。

ACP
マルチパッケージ形

空気調和機 冷房能力

1φ200V

付 属 品 防振吊金物、標準リモコン共

４ ２階遊戯室４方向吹出カセット形（昇降式パネル）

7.1kW　　暖房能力　8.0kW
5-2

２方向吹出カセット形（昇降式パネル） １

空気調和設備　機器表 NOSCALE Ｍ－２４

天井高(CH=3.5ｍ)

天井高(CH=3.5ｍ)

マルチ形パッケージエアコンのシステムにおいて、冷媒充填量が決定後検討を行い、冷媒漏えい時の安全対策が必要な場合は本工事にて対応すること。

定格能力及び消費電力は、ＪＩＳ　Ｂ　８６１６に規定された条件による値とする。

１階廊下２(共用部含)

　令和　5年5月

APF2015 6.5以上

APF2015 6.4以上

APF2015 6.5以上

APF2015 6.4以上

APF2015 6.3以上

APF2015 6.1以上

三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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（０,１歳児）
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　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小
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【各階共通】

空調用集中管理制御線

空調用リモコン配線 （ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ）

（ＥＭ－ＣＥＥＳ２．０□－２Ｃ）

ＳＲ 空調用集中監理リモコン

Ｒ 空調用リモコン

※配管及びリモコンボックスは別途電気工事とする。

※配線種は参考とし、各メーカーの基準に準じで施工を行うこと。

※空調室内機から室外機の渡り配線は冷媒配管共巻とする。（配管図参照）

耐火キャップ(壁貫通部)

名 称

冷 媒 配 管

※●部分は配管区画貫通処理箇所を示す。

冷 媒 配 管 耐火キャップ(床貫通部)

【区画貫通部　管種一覧(参考)】

ＰＳ０６０ＦＬ－０７７６

ＰＳ０６０ＷＬ－０７７７

大 臣 認 定 番 号 　 他適 用

空気調和設備　１階平面図 Ｍ－２５

１階平面図　　　　　Ｓ：１／１５０
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※雨水小口径桝へのドレン管接続時、建築と十分な調整をとること。

D
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冷媒配管表(参考)

6.4φ,12.7φ

9.5φ,15.9φ

9.5φ,19.1φ

9.5φ,22.2φ

12.7φ,25.4φ

12.7φ,28.6φ

15.9φ,28.6φ

以降雨水桝に接続

以降雨水桝に接続

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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（５歳児-２）
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　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平
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 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小
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【各階共通】

空調用集中管理制御線

空調用リモコン配線 （ＥＭ－ＣＥＥＳ１．２５□－２Ｃ）

（ＥＭ－ＣＥＥＳ２．０□－２Ｃ）

ＳＲ 空調用集中監理リモコン

Ｒ 空調用リモコン

※配管及びリモコンボックスは別途電気工事とする。

※配線種は参考とし、各メーカーの基準に準じで施工を行うこと。

※空調室内機から室外機の渡り配線は冷媒配管共巻とする。（配管図参照）

耐火キャップ(壁貫通部)

名 称

冷 媒 配 管

※●部分は配管区画貫通処理箇所を示す。

冷 媒 配 管 耐火キャップ(床貫通部)

【区画貫通部　管種一覧(参考)】
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２階平面図　　　　　Ｓ：１／１５０

40

D

4
0

D
D

40

D

B

B
25

2540

25

40

40

ACP

4-2
×2

40

DＡ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

冷媒配管表(参考)
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9.5φ,15.9φ

9.5φ,19.1φ

9.5φ,22.2φ

12.7φ,25.4φ

12.7φ,28.6φ

15.9φ,28.6φ

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平
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設計
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 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小
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R
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W
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H 架台

二段用架台

架台用足

コンクリートベース50
0

※底面ゴムシート付

冷媒配管化粧カバー仕様（参考）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　

材　質

底　板 有り（樹脂製ネット）

支持架台 500H（ベース共）

配管架台参考図

公共建築工事（機械設備工事編)適用品

高耐食性めっき鋼板製

冷媒配管化粧カバー(支持架台共)

空気調和設備　Ｒ階平面図 1/150 Ｍ－２７

Ｒ階平面図　　　　　Ｓ：１／１５０

※室外機設置に伴う鉄骨は本工事に見込んでおくこと。
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冷媒配管表(参考)
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12.7φ,25.4φ

12.7φ,28.6φ

15.9φ,28.6φ

高耐食性めっき鋼板製(歩路用)
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　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）



　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平
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藤
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小
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 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小
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手
動

切 自
動
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床温センサ

制御盤内

同上　×　３制御

Ｒ２

ＥＬＣＢ

ＥＬＣＢ

ＯＬ

床暖房設備電気回路図 ３φ　３Ｗ　２００Ｖ　　総設備容量　３７．８５ＫＷ　　（業務用蓄熱調整プラン）

ＭＣＣＢ
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０

ＲＳＴ Ｅ
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５２－１
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３ ４

５２－３ ５２－４

ＨＡ－３ ＨＢ－１

ＭＣＣＢ ＭＣＣＢ

８ ９

５２－８ ５２－９

ＨＢ－５ ＨＣ－１

ＭＣＣＢ

１２

５２－１２

ＨＣ－４

２歳児保育室１歳児保育室０歳児保育室
外部警報出力

４３ ４３ ４３ ４３

－１ －２ －３ ＡＬ

４３ＡＬ

床暖房設備部の床断面図　Ｓ＝１／５　＜参考図＞
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Ｇ Ｈ
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1
5
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3
0

Ｈ　スタイロフォーム（３種ｂ相当品）（５０ｔ）（建築工事）

Ｇ　コンクリートスラブ　　　　　　（１５０ｔ）（建築工事）

Ｆ　ヒーティングケーブル　　　　　　　　　　（床暖房工事）

Ｅ　保護モルタル　　　　　　　　　　（３０ｔ）（建築工事）

Ｄ　ワイヤーメッシュ　　　　　　　　　　　　　（建築工事）

Ａ　フローリング　　　　　　　　　　（１２ｔ）（建築工事）

Ｂ　緩衝材　　　　　　　　　　　　　　（５ｔ）（建築工事）

53

3
0
0

Ｃ　モルタル　　　　　　　　　　　　（５３ｔ）（建築工事）

（単位）

ｋＷ

㎡

対　　　象

設 備 容 量

電 源 種 別

敷 設 面 積

ｋＷ

㎡

ユニット数

ユニット番号

型　　　式

ユニット容量

ユニット面積

単位放熱量 Ｗ／㎡

温度の制御は、床面温度感知による。週間タイマーによるスケジュール運転とする。

制　御　系

制 御 方 法

３φ　３Ｗ　２００Ｖ（業務用蓄熱調整プラン）

Ｃ－１

１

２２０

M-37-220-5-200V M-360-220-5-200V

３．４５ １．１０

１５．６５ ５．０５

※　本工事は床暖房専門業者による責任施工とする。

※　ヒータの発熱量(電気容量)はヒータ面温度が３０℃のときのものとする。

Ｃ－２

１　　階

Ｃ－３

１

２３０

合　　計

３　　系

　　１２　　ユニット
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M-37-230-5-200V M-110-230-5-200V
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３．５２ ２．０４

８．９０

３

床暖房設備仕様

床暖房設備　電気回路図・仕様・床断面図 1/5 Ｍ－２８
　令和　5年5月

三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

1/150

HC-4

２歳児保育室

０歳児保育室

１歳児保育室

HA-1

HA-2

HA-3

HC-1HC-2

HC-3

HB-1

HB-2

HB-3

HB-4

HB-5

C-3

C-2

C-1

床暖房敷設範囲

＜凡　例＞

※　操作盤等の取付け位置は打合せによる。

（参考寸法）

ＦＨ－２　床暖房制御盤

７００Ｗ×１２００Ｈ×２００Ｄ

ＦＨ－１　床暖房操作盤

（参考寸法）

５００Ｗ×７００Ｈ×２００Ｄ

床暖房設備　１階平面図 Ｍ－２９

１階平面図　　　　　Ｓ：１／１５０

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）



記号 名　称 仕　　　　　　　　様 電源 台数 設置場所 備　考 記号 名　称 仕　　　　　　　　様 電源 台数 設置場所 備　考

　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

50m3/h × 50Pa

１台所用 1φ100V天 井 扇
FE

処理風量

付 属 品

FE

FE

FE

１階事務室

1C-1

1C-2

1C-3

1C-4

天 井 扇
FE

処理風量

付 属 品

便所用

300m3/h × 50Pa

1φ100V ２階便所(４､５歳児)３

2B-2
(常時換気)

天 井 扇
FE

処理風量

付 属 品

防振吊金具

便所用

290m3/h × 50Pa

1φ100V ２階便所(３歳児)２

2B-1
(常時換気)

防振吊金具

防振吊金具

天 井 扇

処理風量

付 属 品

防振吊金具

便所用

280m3/h × 50Pa

1φ100V １階便所(０､１歳児)２

(常時換気)
FE

1B-6

一般用 1φ100V天 井 扇
FE

処理風量

付 属 品

防振吊金具

一般用 1φ100V天 井 扇
FE

処理風量

付 属 品

防振吊金具

一般用 1φ100V天 井 扇
FE

処理風量

付 属 品

防振吊金具

100m3/h × 50Pa

290m3/h × 50Pa

410m3/h × 50Pa

2A-1

2A-2

2A-3

２階倉庫５

２階倉庫４

２階配膳室１

１

１

1φ100V天 井 扇
FE

処理風量

付 属 品

防振吊金具

便所用

50m3/h × 50Pa

天 井 扇
FE

処理風量

付 属 品

防振吊金具

便所用

天 井 扇
FE

処理風量

付 属 品

防振吊金具

便所用

FE

FE

120m3/h × 50Pa

140m3/h × 50Pa

1φ100V

1φ100V

１階便所(厨房用)

１階こどもトイレ

１

１

１階バリアフリー

　　トイレ

１

1B-1

1B-2

1B-3

1B-4

1B-5

(常時換気)

(常時換気)

(常時換気)

天 井 扇

処理風量

付 属 品

防振吊金具

便所用

250m3/h × 50Pa

1φ100V

(常時換気)

天 井 扇

処理風量

付 属 品

防振吊金具

便所用 1φ100V １階便所・沐浴

(常時換気)

１階便所(２歳児)

２

２

220m3/h × 50Pa

一般用 1φ100V天 井 扇
FE

処理風量

付 属 品

防振吊金具

120m3/h × 50Pa

１階更衣室１

一般用 1φ100V天 井 扇
FE

処理風量

付 属 品

防振吊金具

１ １階調乳室

一般用 1φ100V天 井 扇
FE

処理風量

付 属 品

防振吊金具

1A-1

１

40m3/h × 50Pa

1A-2

1A-3

90m3/h × 50Pa

１階調乳室(一時保育)

1φ100V天 井 扇

処理風量

付 属 品

防振吊金具

1φ100V天 井 扇

処理風量

付 属 品

防振吊金具

1φ100V天 井 扇

処理風量

付 属 品

防振吊金具

120m3/h × 50Pa

220m3/h × 50Pa

280m3/h × 50Pa

厨房用

厨房用

厨房用

１階洗浄室

１階下処理室

１階検収室

１階コンテナプール

１階調理室２

１

３

３ ２階給気用給気用ベンドキャップ

(24時間換気)

(24時間換気)

(24時間換気)

(24時間換気)

(24時間換気)

換気設備　機器表１ NOSCALE Ｍ－３０

100φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)

100φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)

100φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装・FD付)

100φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)

150φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)

200φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装・FD付)

100φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)

100φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装・FD付)

100φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装・FD付)

150φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)

150φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)

150φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)

150φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)

150φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)

100φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装・FD付)

100φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)

150φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)

150φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)

200φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）



記号 名　称 仕　　　　　　　　様 電源 台数 設置場所 備　考

　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

1200m3/h × 100Pa

1100m3/h × 100Pa

処理風量

付 属 品

ストレートシロッコファン(天吊埋込タイプ)消音形送風機(排気用)

処理風量

付 属 品

ストレートシロッコファン(天吊埋込タイプ)消音形送風機(給気用)

厨房用
F

OF

3φ200V

1

1

１階洗浄室

１階洗浄室

１

１3φ200V

ｷｬﾝﾊﾞｽﾀﾞｸﾄ(耐熱)、風量調整ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ制御装置

防振吊金具、給排気共用ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ共

防振吊金具、Ｆ－１用給排気共用ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁにて作動

ｷｬﾝﾊﾞｽﾀﾞｸﾄ(耐熱)、風量調整ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ制御装置

処理風量

付 属 品

ストレートシロッコファン(天吊埋込タイプ)消音形送風機(排気用)

処理風量

付 属 品

ストレートシロッコファン(天吊埋込タイプ)消音形送風機(給気用)

厨房用
F

OF

3φ200V １

１3φ200V

ｷｬﾝﾊﾞｽﾀﾞｸﾄ(耐熱)、風量調整ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ制御装置

防振吊金具、給排気共用ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ共

ｷｬﾝﾊﾞｽﾀﾞｸﾄ(耐熱)、風量調整ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ制御装置

1200m3/h × 100Pa

2

2

ＯＦ－１と連動

Ｆ－１と連動

ＯＦ－２と連動

Ｆ－２と連動

処理風量

付 属 品

ストレートシロッコファン(天吊埋込タイプ)消音形送風機(排気用)

処理風量

付 属 品

ストレートシロッコファン(天吊埋込タイプ)消音形送風機(給気用)

厨房用
F

OF

3φ200V １

１3φ200V

ｷｬﾝﾊﾞｽﾀﾞｸﾄ(耐熱)、風量調整ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ制御装置

防振吊金具、給排気共用ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ共

ｷｬﾝﾊﾞｽﾀﾞｸﾄ(耐熱)、風量調整ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ制御装置

3

3

ＯＦ－３と連動

Ｆ－３と連動

処理風量

付 属 品

ストレートシロッコファン(天吊埋込タイプ)消音形送風機(排気用)

処理風量

付 属 品

ストレートシロッコファン(天吊埋込タイプ)消音形送風機(給気用)

厨房用
F

OF

3φ200V １

１3φ200V

ｷｬﾝﾊﾞｽﾀﾞｸﾄ(耐熱)、風量調整ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ制御装置

防振吊金具、給排気共用ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ共

ｷｬﾝﾊﾞｽﾀﾞｸﾄ(耐熱)、風量調整ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ制御装置

4

4

ＯＦ－４と連動

Ｆ－４と連動１階調理室

１階調理室

１階調理室

１階調理室

１階調理室

１階調理室

ステンレス製箱型フード 寸 法

付 属 品
HF

ステンレス製箱型フード 寸 法

付 属 品

標準付属品共

HF

ステンレス製箱型フード 寸 法

付 属 品

標準付属品共

HF

1

2

3

標準付属品共

１ １階洗浄室

１

1200×900×600H

1200×900×600H

ｸﾞﾘｰｽﾌｨﾙﾀｰ(両面１連式 1,300m3/h　40Pa),防火ｼｬｯﾀｰ(開口300×300)共

ｸﾞﾘｰｽﾌｨﾙﾀｰ(両面２連式 3,200m3/h　40Pa),防火ｼｬｯﾀｰ(開口500×300)共

１

１階調理室

１階調理室

2720m3/h × 100Pa

2720m3/h × 100Pa

1300m3/h × 150Pa

3200m3/h × 150Pa

3200m3/h × 150Pa

700

1,
25

0

5,000

設置場所 燃料種別

理論廃ガス量

Ｋ

[ｍ3/(kW・h)]

燃料消費量

Ｑ

[kw]

排　気

装置別

定　数

有効換気量

[ｍ3／ｈ]

系統別風量

[ｍ3／ｈ]

機械換気量

[ｍ3／ｈ]

ガス消費量換気量計算

器具名 備　　考

面風速（0.3m/s･㎡）による風量

50
0

5000×1250×600H(700×500欠損有)

ガス回転釜

ガスフライヤー

ガス炊飯器

食器洗浄機

ガステーブル

ＬＰ 0.93 40

ＬＰ 0.93 40

ＬＰ 0.93 40

ＬＰ 0.93 40

ＬＰ 0.93 40

17.4

32.6

29.1×2

10.9

10.3

647.28

1212.72

2165.04

405.48

383.16

2953.68

1.2×0.9×3600×0.3＝1166.4m3/h

1.2×0.9×3600×0.3＝1166.4m3/h

5.0×1.25×3600×0.3＝6750.0m3/h

0.7×0.50×3600×0.3＝378.0m3/h

6750.0-378＝6372.0m3/h

3200(F-3)

1300(F-2)

1200(F-1)647.28

1212.72

洗浄室

調理室

調理室

防振吊金具、Ｆ－２用給排気共用ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁにて作動

防振吊金具、Ｆ－３用給排気共用ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁにて作動

防振吊金具、Ｆ－４用給排気共用ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁにて作動

排気用ウェザカバー 排気用500□用ｽﾃﾝﾚｽ製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(焼付塗装、防鳥網付)共 １ 屋上

換気設備　機器表２ NOSCALE Ｍ－３１
　令和　5年5月

三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）



記号 名　称 仕　　　　　　　　様 電源 台数 設置場所 備　考

(24時間換気)

建築基準法第２８条第２項に該当する居室（床面積の１／２０以上

の有効な開口面積を有しない居室）の必要換気風量計算

Ｖ＝２０Ａｆ／Ｎ

階 室    名
占有面積

（m2）

床面積

（m2）

１

１

（m3/h）

換気扇風量
判定

必要風量

（m3/h）

Ｖ＝有効換気量(m3/h)　Ａｆ＝床面積(m2)　Ｎ＝一人当りの占有面積（最大値３）(m2)

休憩室

調理室

洗浄室

下処理室

検収室

休憩室(厨房)

１

１

１

１

9.9 9.9/4

(2.475) (20×9.9)/2.475

80.0

(20×42.8)/3

(20×9.0)/3

60.0

(20×7.4)/3

(20×8.1)/3

280×2台(FE-1C-4×2台)

120(FE-1C-2)

120(FE-1C-2)

120(FE-1C-2)

120(HEU-1A)

120(HEU-1A)

(24時間換気)

全 熱 交 換 器

処理風量

付 属 品

天井埋込カセット形 1φ100V
HEU

1A-1
120m3/h × 50Pa

１階事務室

１階休憩室

１階相談室

(24時間換気)

全 熱 交 換 器

処理風量

付 属 品

天井埋込カセット形 1φ100V
HEU

(24時間換気)

全 熱 交 換 器

処理風量

付 属 品

天井埋込カセット形 1φ100V
HEU

防振吊金具、24時間用ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ共

全 熱 交 換 器

処理風量

付 属 品

天井埋込形(隠蔽タイプ) 1φ100V
HEU

給気口(消音型)×1,排気口(消音型)×1

全 熱 交 換 器

処理風量

付 属 品

天井埋込形(隠蔽タイプ) 1φ100V
HEU

給気口(消音型)×1,排気口(消音型)×1

全 熱 交 換 器

処理風量

付 属 品

天井埋込形(隠蔽タイプ)

(24時間換気)

1φ100V
HEU

給気口(消音型)×1,排気口(消音型)×1

全 熱 交 換 器

処理風量

付 属 品

天井埋込形(隠蔽タイプ) 1φ100V
HEU

給気口(消音型)×1,排気口(消音型)×1

全 熱 交 換 器

処理風量

付 属 品

天井埋込形(隠蔽タイプ) 1φ100V
HEU

給気口(消音型)×1,排気口(消音型)×1

1B-1

1B-2

1B-3

2B-1

2B-2

300m3/h × 50Pa

390m3/h × 50Pa

450m3/h × 100Pa

500m3/h × 100Pa

540m3/h × 100Pa

540m3/h × 100Pa

１階図書コーナー１

１ １階一時保育室

２ １階保育室(１歳児)

２ １階保育室(２歳児)

１階保育室(０歳児)１

６

２階遊戯室

２階保育室(３歳児)

２階保育室(４歳児)

２階保育室(５歳児)

３

600m3/h × 100Pa

ＤＣブラシレスモーター

ＤＣブラシレスモーター

ＤＣブラシレスモーター

ＤＣブラシレスモーター

ＤＣブラシレスモーター

(24時間換気)

全 熱 交 換 器

処理風量

付 属 品

天井埋込カセット形 1φ100V
HEU

120m3/h × 50Pa

１ １階休憩室(厨房)

３

1A-2

1A-3

1A-4

　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

(24時間換気(内１台))

(24時間換気(内１台))

(24時間換気(内１台))

換気設備　機器表３ NOSCALE Ｍ－３２

100φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装・FD付)×2

100φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)×2

150φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)×2

200φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)×2

200φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)×2

200φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)×2

200φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)×2

200φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装)×2

250φ用SUS製ﾍﾞﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ(ﾌｰﾄﾞ無・ｷﾞｬﾗﾘ・網・焼付塗装・FD付)×2

42.71

8.98

7.35

7.88

8.54

42.71/6

8.98/2

7.35/2

7.88/2

8.54/4

(4.49＞3)

(3.675＞3)

(7.118＞3)

3.94＞3)

(2.135) (20×8.5)/2.135

284.8

49.0

52.54

80

特記事項

全熱交換器の全熱交換効率はＪＩＳ Ｂ ８６２８に規定された定格時エンタルピ交換効率とする。

耐震措置は「建築設備耐震設計・施工指針」による。(振止機器が必要なものは本工事にて振止金具を設置すること)。 

換気用機器の１次側電源工事は、電気工事とする。

配管等の防火区画貫通は、令１２９の２の４及び告示１４２２号による。

送風機の風量については、ＪＩＳ Ｂ ８３３０：２０００に準ずる。

換気用のスイッチ(取付・ボックス共)・配管・配線は電気工事とする。

換気用スイッチが電気工事の場合、設置機器に使用可能なことを確認しておくこと。

２４時間用スイッチは本工事にて電気工事に支給とする。

機種選定後十分なエアバランスの検討を行うこと(選定機種がインバータ又はダンパーによる調整が必要な場合には本工事にて設置すること) 

火気(電気コンロ等含む)を使用する排気ダクトはロックウール５０ｍ／ｍにて断熱被覆とする。

ウェザーカバーと外壁面との隙間から雨水が侵入しないよう防水対策を十分に行うこと。

ダクトサイズ(ベンドキャップ共)は参考とし、メーカー選定後仕様に合ったダクトサイズとすること。

作業場所が高所の場合は本工事にて高所作業車又は足場を設置し作業を行うこと。

制気口は指定色焼付塗装とする。

風量設定後、２４時間換気用コントロールスイッチには操作禁止のシールを貼ること。 

天吊り機器の振れ止め固定が必要な場合は全て本工事にて行うこと。

防振吊金具、高性能コントロールスイッチ共

防振吊金具、高性能コントロールスイッチ共

防振吊金具、高性能コントロールスイッチ共

防振吊金具、高性能コントロールスイッチ共

防振吊金具、高性能コントロールスイッチ共

防振吊金具、高性能コントロールスイッチ共

防振吊金具、高性能コントロールスイッチ共

防振吊金具、24時間用ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ共

全熱交換器コントロールスイッチは、全熱／換気自動切換・外気冷暖房制御（ナイトパージ）・２４時間換気機能付きとする。

メーカー選定後省エネ計算が変更になる場合は本工事にて変更申請費用を見込んでおくこと。

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録
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第　386727　号　　　小川　修平
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 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小
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１階平面図　　　　　Ｓ：１／１５０
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　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号
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Ｒ階平面図　　　　　Ｓ：１／１５０

EA

500×500

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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調理室
（FL±0）

休憩室
（FL+150）
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食育ｺｰﾅｰ
（FL＋450）

下処理室
（FL±0）

食品庫
（FL±0）

検収室
（FL±0）

前室
（FL±0）

１２３

（FL±0）

（踏込）
（FL±0）

（踏込）
（FL±0）

（別図による）

屋外階段
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（FL±0）
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上
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調乳室
（FL±0）

EPS
（FL±0）

SK PS

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

ピ

ピ

洗浄室
（FL±0）

便所・沐浴室
（FL±0）

　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

500×500 1100 GW25mm内貼700×700×550H 1１

階 室　　　名 仕　　　　　　　　　様

洗浄室 吹出口(結露防止形) VHS(F付)

風量(m3/h) ボックス寸法 個数消音内貼

3
5
0
×
2
5
0

300×250

3
0
0
×

25
0

VD 300×250

VD 300×300

VD 300×300

300×300

500×300

500×300

7
0
0
×
5
0
0

3
50
×
2
5
0

FD 300×250

1/50 Ｍ－３６

１階厨房平面詳細図　　Ｓ：１／５０

換気設備　１階厨房平面詳細図

VD 500×300

VD 500×300

VD 500×300

VD 500×300

VD 350×250

以降解放

給気ガラリ(建築工事)

給気ガラリ(建築工事)

以降解放

給気ガラリ(建築工事)

以降解放

給気ガラリ(建築工事)

以降解放

１ 吹出口(結露防止形) VHS(F付) 750×750 2750 GW25mm内貼950×950×500H 2調理室(回転窯)

１ 吹出口(結露防止形) VHS(F付) 1100 GW25mm内貼 1850×300 1050×500×500H調理室(ｶﾞｽﾃｰﾌﾞﾙ)

※厨房用排気ダクトはＲＷ５０ｍ／ｍ巻きとする。

　令和　5年5月
三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）
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有圧扇

屋外倉庫１
（設計GL+200）

タテヒ
VP100

犬走
（設計GL±100）

　事業年度　

　　令和　4年度

　工事完成　

　　令和　5年度

設計　
中電技術コンサルタント株式会社

広島市南区出汐 2丁目 3番30号　TEL (082)(255)5501 １級建築士登録

建設コンサルタント登録　3　第378号

第　293685　号　　　藤本　誠二

１級建築士事務所 登録18(1)第1252号

１級建築士登録

第　303364　号　　　大田　貴志

１級建築士登録

第　386727　号　　　小川　修平

校閲

設計

藤
本

大
田

小
笠
原

小
川

 工事名称 図面名称  縮尺  図面番号

※A3:70.7%縮小

記号 名　称 仕　　　　　　　　様 電源 台数 設置場所 備　考

機　器　表

処理風量

付 属 品

有圧換気扇 1φ100V

20cm × 300m3/h × 20Pa

低騒音形（格子タイプ）

排気用200□用ｽﾃﾝﾚｽ製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(焼付塗装、防虫網付)共 

50W

１ 屋外倉庫１

1/50 Ｍ－３７

FE

1

FE

1

換気設備　屋外倉庫１　平面図
　令和　5年5月

三次市東光保育所建替工事（機械設備工事）


